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呼
彗
〃
τ
い
る

お
劣
之
ん

　
　
　
ニ
ヒ

　
　
　
之
舞
　
さ

　
　
　
　
　
　
あ

　
　
　
　
　
協

　
　
　
　
　
　
偽

　
　
　
　
　
　
鴛

　
　
　
　
　
　
齢

　
　
　
　
　
　
花

▼
5
月
の
で
き
ご
と

2
H
　
町
消
防
団
分
団
．
長
会
議

3
日
　
成
人
式

略
H
　
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

11

日
　
東
京
事
務
所
開
設

17

H
　
名
老
．
白
選
の
つ
ど
い

19

日
　
松
之
山
温
泉
ま
つ
り

m
日
　
　
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
ま
つ
り

21

日
　
町
観
光
協
会
総
会

22

日
議
会
建
設
委
員
会
（
船
口

　
　
ま
で
）

24

日
　
ー
l
－
　
（
午
後
）

26

日
　
野
鳥
集
会
（
湯
本
）

27

日
　
第
三
卜
四
回
探
鳥
会

30

H
　
民
生
委
員
会

▼
6
月
の
予
定

l
H
　
議
会
産
業
経
済
委
員
会

4
日
　
　
〃
総
務
民
生
委
員
会

〃
　
　
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

5
日
衛
生
班
．
長
会
議

8
日
農
業
者
年
金
相
談
会

H
H
　
議
会
運
営
委
員
会

12

H
　
部
落
総
代
会
ハ
転
作
）

18

H
　
6
月
定
例
議
会
（
1
9
日
ま

　
　
　
で
）

〃
　
　
町
総
合
検
診
（
2
2
口
ま
で
）

24

日
　
町
9
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
大
会

26

日
　
町
消
防
半
日
訓
練

30

H
　
健
康
マ
ラ
ソ
ン
（
午
後
）

　
　
　
編
集
後
記

忙
が
し
か
っ
た
田
植
え
も
終

り
、
よ
う
や
く
一
段
落
で
き
ま

し
た
。

　し

か
し
、
こ
れ
か
ら
六
～
七

月
に
か
け
て
部
落
や
地
区
、
学

校
の
行
事
が
目
白
押
し
で
、
せ

っ
か
く
の
日
曜
日
も
休
ん
で
い

ら
れ
な
い
と
い
う
人
が
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
暑
く

な
る
季
節
で
す
。
身
体
だ
け
は

く
れ
ぐ
れ
も
大
切
に
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
六
月
は
総
合
検
診
が
あ
り
ま

す
。
年
に
】
度
の
健
康
チ
ェ
ッ

ク
、
各
種
ガ
ン
検
診
も
進
ん
で

晋
、
げ
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

六
月
一
日
の
人
口

総
人
口
／
三
、
八
八
、
二
（
　
二
）

　
男
／
一
、
八
九
四
（
　
二
）

　
女
／
一
、
九
八
八
（
O
）

世
帯
数
／
一
、
一
八
七
（
　
O
V

（
）
内
は
五
月
一
日
と
の
比
較

広
報
ま
つ
の
や
ま
六
月
号

．
平
成
．
．
年
六
月
卜
．
五
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
奮
六
±
、
コ
ニ
ニ

編
集
／
議
会
事
務
局

六
月
の
土
曜
閉
庁
　
九
日
・
二
十
三
日

屠
降
屍
跨
噸
の
届
は
出
来
ま
す

広報
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、
　
，
駕
ξ

，
薫
γ

駄

、

6
月
は
運
動
会
の
シ
ー
ズ
ン

松
之
山
小
学
校
区
で
も

6
月
1
7
日
に
大
運
動
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
状
態
が
悪
く

午
前
中
は
体
育
館
の
中
で
の

大
会
で
し
た
が
、
午
後
は
外
に

出
て
思
い
っ
き
り
走
っ
た
り

競
技
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

』
濡
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袈

　
平
成
二
年
第
四
回
の
六
月
定
例

議
会
が
、
六
月
十
八
・
十
九
日
の

二
日
間
開
催
さ
れ
、
農
業
共
済
特

別
会
計
の
最
後
の
決
算
や
町
長
・

助
役
等
特
別
職
の
報
酬
引
き
L
げ

な
ど
、
十
二
の
議
案
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な

も
の
は
、
常
勤
特
別
職
の
報
酬
及

l
N
鵠
ー

び
議
会
議
員
な
ど
非
常
勤
特
別
職

の
報
酬
を
七
月
一
日
よ
り
引
き
上

げ
る
事
に
し
た
ほ
か
、
奨
学
金
の

貸
与
額
も
月
額
一
五
、
O
O
O
円

か
ら
二
五
、
○
○
○
円
に
引
き
上

げ
る
事
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
平
成
二
年
度
の
一

般
会
計
及
び
老
人
保
健
・
簡
易
水

道
特
別
会
計
の
補
正
予
算
も
そ
れ

ぞ
れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
し
、
三
千

万
円
以
L
、
の
工
事
請
負
契
約
関
係

で
は
、
松
之
山
温
泉
セ
ン
タ
ー
な

ど
四
つ
の
工
事
に
つ
い
て
契
約
内

容
を
確
認
し
、
議
決
し
ま
し
た
。

　
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
は
今
回

七
つ
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
常
任

委
員
会
に
付
託
ま
た
は
、
意
見
書

の
提
出
が
行
わ
れ
る
事
に
な
り
ま

・
温
泉
掘
削
予
定
地
買
収
及
び
立

　
木
補
償
料
　
　
　
三
二
〇
万
円

。
松
代
松
之
山
線
他
道
路
修
繕
工

　
事
　
　
　
　
　
　
六
三
四
万
円

。
松
代
松
之
山
線
防
雪
工
事

　
一
五
〇
m
　
一
、
二
九
八
万
円

・
松
代
松
之
山
線
立
木
・
墓
地
等

　
補
償
料
　
　
　
　
九
〇
〇
万
円

▼
教
育
費

・
教
員
住
宅
工
、
事
費
増

　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
五
〇
一
力
円

・
体
育
協
会
一
〇
周
年
記
念
事
業

　
費
補
助
金
　
　
　
一
〇
〇
万
円

・
町
民
グ
ラ
ン
ド
照
明
施
設
建
設

　
工
、
事
費
ハ
増
　
　
　
　
六
〇
〇
．
力
円

▼
災
害
復
旧
費

・
坪
野
東
山
線
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
七
〇
〇
万
円

し
た
。
詳
し
く
は
議
会
だ
よ
り
で

紹
介
し
ま
す
。

　
一
般
質
問
は
四
人
の
議
員
が
行

い
、
農
政
問
題
や
共
同
浴
場
の
利

用
、
今
年
度
か
ら
始
ま
る
地
域
防

雪
体
制
整
備
事
業
等
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
を
聞
き
ま
し
た
。

穫
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

回
）
の
主
な
も
の

一
億
三
、
四
二
二
万
三
千
円
を
追

加
し
、
総
額
一
一
六
億
『
、
五
『
八

万
九
千
円
と
す
る
．

▼
総
務
費

。
役
場
庁
舎
修
繕
工
事
及
び
冷
房

　
工
事
　
　
　
　
　
四
六
〇
万
円

・
松
之
山
束
京
事
務
所
運
営
費

　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
〇
万
円

・
地
域
防
雪
体
制
整
備
事
業
計
画

　
書
印
刷
費
等
　
】
、
五
万
三
千
円

▼
民
生
費

。
母
子
年
金
町
単
独
分
補
助

　
　
　
　
　
　
七
八
万
七
千
円

▼
特
別
職
の
報
酬
引
き
上
げ

・
町
長
　
　
五
六
六
、
○
○
○
円
　
　
・
教
育
長
　
四
〇
二
、
○
○
○
円

　
（
月
額
一
七
、
○
○
○
円
増
）
　
　
　
（
月
額
一
二
、
O
O
O
円
増
）

・
助
役
　
　
四
五
〇
、
○
○
○
円
　
　
　
　
（
七
月
一
日
よ
り
実
施
）

　
（
月
額
一
四
、
O
O
O
円
増
）

▼
議
会
議
員
の
報
酬
引
き
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
、

。
議
長
　
　
一
八
一
　
〇
〇
〇
円

・
副
議
長
　
一
四
一
、
○
O
O
円

・
委
員
長
　
一
二
九
、
○
○
○
円

・
議
員
　
　
一
二
四
、
O
O
O
円

　
（
そ
れ
ぞ
れ
三
～
六
千
円
の
引

　
き
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
）

　
そ
の
ほ
か
の
非
常
勤
特
別
職
に

つ
い
て
も
、
表
の
よ
う
な
金
額
に

改
定
さ
れ
ま
す
。

　
　
（
七
月
一
日
よ
り
実
施
）

▼
三
千
万
円
以
上
の
工
事
請
負
契
約
の
議
決

◎
町
道
湯
本
・
兎
口
線
の
局
部
改

　
良
工
事
（
湯
本
地
内
）

・
三
、
四
七
一
万
一
千
円
で
高
橋

　
組
と
契
約

◎
松
之
山
温
泉
セ
ン
タ
ー
新
築
工

　
事
（
鉄
筋
コ
ン
グ
リ
ー
ト
地
下

　
一
階
地
上
二
階
建
）

・
一
億
五
、
二
九
五
万
五
千
円
で

　
高
橋
組
と
契
約

◎
町
民
グ
ラ
ン
ド
照
明
施
設
建
設

　
工
事
（
ナ
イ
タ
ー
照
明
塔
四
基
）

・
三
、
八
一
一
万
円
で
東
光
電
気

　
商
会
（
上
越
市
）
と
契
約

◎
町
立
教
員
住
宅
新
築
工
事
（
町

　
営
住
宅
脇
）
高
床
式
木
造
二
階

　
建
、
四
戸
一
棟
建

・
五
、
三
五
六
万
円
で
カ
ン
エ
ツ

興
業
と
契
約

▼
農
林
水
産
業
費

・
東
頸
城
広
域
組
合
補
助
金
（
農

　
業
共
済
分
）
三
、
七
八
一
万
円

▼
商
工
費

・
温
泉
送
湯
管
布
設
替
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
万
円

・
ス
キ
i
場
ゲ
レ
ン
デ
整
備
測
量

　
委
託
料
　
　
　
　
三
〇
〇
万
円

・
温
泉
セ
ン
タ
ー
建
設
費

　
　
　
　
　
　
｝
、
O
O
O
万
円

▼
土
木
費

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
予
定
地

　
測
口
、
恨
委
託
料
　
　
三
〇
〇
万
円

特別職の報酬額表
（1）年額の部

職　　　　　　名 報　　　酬　　　額

社会教育委員会委員 7，400円

文化財調査審議会委員 6，900円

青少年問題協議会委員 6，400円

体　育　指　導　委　員 7，700円

学　校　歯　科　医　師 42，000円

学　　校　　薬　　剤　　師 12，700円

交　　通　　指　　導　　員 38，000円

部　　　落　　　総　　　代

均管割　50，000円

距離割　　　goO円

世帯割　　2，100円

地すべ　り　巡視員 県知事が定める額

職　　　　　　名 報　　　酬　　　額

冬期集落保安要員 134，000円

社会教育指導員 57，000円

職　　　　　　　　名 報　酬　額

農業委員会　　　会　　長 173，000円

〃　　　　　会長代理 122，000円

ノノ　　　　　委　　　員 116，000円

〃　　議会選出委員 86，000円

教育委員会　　委員長 173，000円

ノノ　　　　委　　　員 116，000円

選挙管理委員会委員長 63，000円

〃　　　　委　　員 56，000円

固定資産税評価審査委員 6，400円

国保運営協議会　会　長 8，900円

ノノ　　　　　　委　員 7，000円

（2）月額の部

職　　　　　　　　名 報　酬　額

監査委員知識経験者 14，000円

〃　　議会選出者 10，000円

（3）日額の部

職　　　　　　名 報　　　酬　　　額

投　　票　　立　　会　　人 6，100円

開　　票　　立　　合　　人 6，100円

選　　挙　　立　　合　　人 6，100円

職　　　　　　　　名

換　地　評　価　委　員 6，200円

選　　　　　挙　　　　　長 7，500円

投　　票　　管　　理　　者 7，500円

開　　票　　管　　理　　者 7，500円

②③
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平
成
二
年
第
四
回
の
六
月
定
例

議
会
が
、
六
月
十
八
・
十
九
日
の

二
日
間
開
催
さ
れ
、
農
業
共
済
特

別
会
計
の
最
後
の
決
算
や
町
長
・

助
役
等
特
別
職
の
報
酬
引
き
L
げ

な
ど
、
十
二
の
議
案
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
審
議
さ
れ
た
主
な

も
の
は
、
常
勤
特
別
職
の
報
酬
及

l
N
鵠
ー

び
議
会
議
員
な
ど
非
常
勤
特
別
職

の
報
酬
を
七
月
一
日
よ
り
引
き
上

げ
る
事
に
し
た
ほ
か
、
奨
学
金
の

貸
与
額
も
月
額
一
五
、
O
O
O
円

か
ら
二
五
、
○
○
○
円
に
引
き
上

げ
る
事
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
平
成
二
年
度
の
一

般
会
計
及
び
老
人
保
健
・
簡
易
水

道
特
別
会
計
の
補
正
予
算
も
そ
れ

ぞ
れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
し
、
三
千

万
円
以
L
、
の
工
事
請
負
契
約
関
係

で
は
、
松
之
山
温
泉
セ
ン
タ
ー
な

ど
四
つ
の
工
事
に
つ
い
て
契
約
内

容
を
確
認
し
、
議
決
し
ま
し
た
。

　
請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
は
今
回

七
つ
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
常
任

委
員
会
に
付
託
ま
た
は
、
意
見
書

の
提
出
が
行
わ
れ
る
事
に
な
り
ま

・
温
泉
掘
削
予
定
地
買
収
及
び
立

　
木
補
償
料
　
　
　
三
二
〇
万
円

。
松
代
松
之
山
線
他
道
路
修
繕
工

　
事
　
　
　
　
　
　
六
三
四
万
円

。
松
代
松
之
山
線
防
雪
工
事

　
一
五
〇
m
　
一
、
二
九
八
万
円

・
松
代
松
之
山
線
立
木
・
墓
地
等

　
補
償
料
　
　
　
　
九
〇
〇
万
円

▼
教
育
費

・
教
員
住
宅
工
、
事
費
増

　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
　
五
〇
一
力
円

・
体
育
協
会
一
〇
周
年
記
念
事
業

　
費
補
助
金
　
　
　
一
〇
〇
万
円

・
町
民
グ
ラ
ン
ド
照
明
施
設
建
設

　
工
、
事
費
ハ
増
　
　
　
　
六
〇
〇
．
力
円

▼
災
害
復
旧
費

・
坪
野
東
山
線
災
害
復
旧
費

　
　
　
　
　
　
　
七
〇
〇
万
円

し
た
。
詳
し
く
は
議
会
だ
よ
り
で

紹
介
し
ま
す
。

　
一
般
質
問
は
四
人
の
議
員
が
行

い
、
農
政
問
題
や
共
同
浴
場
の
利

用
、
今
年
度
か
ら
始
ま
る
地
域
防

雪
体
制
整
備
事
業
等
に
つ
い
て
、

町
長
の
考
え
を
聞
き
ま
し
た
。

穫
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

回
）
の
主
な
も
の

一
億
三
、
四
二
二
万
三
千
円
を
追

加
し
、
総
額
一
一
六
億
『
、
五
『
八

万
九
千
円
と
す
る
．

▼
総
務
費

。
役
場
庁
舎
修
繕
工
事
及
び
冷
房

　
工
事
　
　
　
　
　
四
六
〇
万
円

・
松
之
山
束
京
事
務
所
運
営
費

　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
〇
万
円

・
地
域
防
雪
体
制
整
備
事
業
計
画

　
書
印
刷
費
等
　
】
、
五
万
三
千
円

▼
民
生
費

。
母
子
年
金
町
単
独
分
補
助

　
　
　
　
　
　
七
八
万
七
千
円

▼
特
別
職
の
報
酬
引
き
上
げ

・
町
長
　
　
五
六
六
、
○
○
○
円
　
　
・
教
育
長
　
四
〇
二
、
○
○
○
円

　
（
月
額
一
七
、
○
○
○
円
増
）
　
　
　
（
月
額
一
二
、
O
O
O
円
増
）

・
助
役
　
　
四
五
〇
、
○
○
○
円
　
　
　
　
（
七
月
一
日
よ
り
実
施
）

　
（
月
額
一
四
、
O
O
O
円
増
）

▼
議
会
議
員
の
報
酬
引
き
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
、

。
議
長
　
　
一
八
一
　
〇
〇
〇
円

・
副
議
長
　
一
四
一
、
○
O
O
円

・
委
員
長
　
一
二
九
、
○
○
○
円

・
議
員
　
　
一
二
四
、
O
O
O
円

　
（
そ
れ
ぞ
れ
三
～
六
千
円
の
引

　
き
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
）

　
そ
の
ほ
か
の
非
常
勤
特
別
職
に

つ
い
て
も
、
表
の
よ
う
な
金
額
に

改
定
さ
れ
ま
す
。

　
　
（
七
月
一
日
よ
り
実
施
）

▼
三
千
万
円
以
上
の
工
事
請
負
契
約
の
議
決

◎
町
道
湯
本
・
兎
口
線
の
局
部
改

　
良
工
事
（
湯
本
地
内
）

・
三
、
四
七
一
万
一
千
円
で
高
橋

　
組
と
契
約

◎
松
之
山
温
泉
セ
ン
タ
ー
新
築
工

　
事
（
鉄
筋
コ
ン
グ
リ
ー
ト
地
下

　
一
階
地
上
二
階
建
）

・
一
億
五
、
二
九
五
万
五
千
円
で

　
高
橋
組
と
契
約

◎
町
民
グ
ラ
ン
ド
照
明
施
設
建
設

　
工
事
（
ナ
イ
タ
ー
照
明
塔
四
基
）

・
三
、
八
一
一
万
円
で
東
光
電
気

　
商
会
（
上
越
市
）
と
契
約

◎
町
立
教
員
住
宅
新
築
工
事
（
町

　
営
住
宅
脇
）
高
床
式
木
造
二
階

　
建
、
四
戸
一
棟
建

・
五
、
三
五
六
万
円
で
カ
ン
エ
ツ

興
業
と
契
約

▼
農
林
水
産
業
費

・
東
頸
城
広
域
組
合
補
助
金
（
農

　
業
共
済
分
）
三
、
七
八
一
万
円

▼
商
工
費

・
温
泉
送
湯
管
布
設
替
工
事
費

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
万
円

・
ス
キ
i
場
ゲ
レ
ン
デ
整
備
測
量

　
委
託
料
　
　
　
　
三
〇
〇
万
円

・
温
泉
セ
ン
タ
ー
建
設
費

　
　
　
　
　
　
｝
、
O
O
O
万
円

▼
土
木
費

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
予
定
地

　
測
口
、
恨
委
託
料
　
　
三
〇
〇
万
円

特別職の報酬額表
（1）年額の部

職　　　　　　名 報　　　酬　　　額

社会教育委員会委員 7，400円

文化財調査審議会委員 6，900円

青少年問題協議会委員 6，400円

体　育　指　導　委　員 7，700円

学　校　歯　科　医　師 42，000円

学　　校　　薬　　剤　　師 12，700円

交　　通　　指　　導　　員 38，000円

部　　　落　　　総　　　代

均管割　50，000円

距離割　　　goO円

世帯割　　2，100円

地すべ　り　巡視員 県知事が定める額

職　　　　　　名 報　　　酬　　　額

冬期集落保安要員 134，000円

社会教育指導員 57，000円

職　　　　　　　　名 報　酬　額

農業委員会　　　会　　長 173，000円

〃　　　　　会長代理 122，000円

ノノ　　　　　委　　　員 116，000円

〃　　議会選出委員 86，000円

教育委員会　　委員長 173，000円

ノノ　　　　委　　　員 116，000円

選挙管理委員会委員長 63，000円

〃　　　　委　　員 56，000円

固定資産税評価審査委員 6，400円

国保運営協議会　会　長 8，900円

ノノ　　　　　　委　員 7，000円

（2）月額の部

職　　　　　　　　名 報　酬　額

監査委員知識経験者 14，000円

〃　　議会選出者 10，000円

（3）日額の部

職　　　　　　名 報　　　酬　　　額

投　　票　　立　　会　　人 6，100円

開　　票　　立　　合　　人 6，100円

選　　挙　　立　　合　　人 6，100円

職　　　　　　　　名

換　地　評　価　委　員 6，200円

選　　　　　挙　　　　　長 7，500円

投　　票　　管　　理　　者 7，500円

開　　票　　管　　理　　者 7，500円

②③
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大
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
Q
・
8月

25～
　26日

　
マ
イ
ラ
イ
フ
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
の

指
定
を
受
け
て
い
る
十
四
市
町
村

を
、
運
力
、
知
力
、
体
力
を
使
っ

て
縦
断
す
る
こ
の
ゲ
ー
ム
、
四
人

で
チ
ー
ム
を
作
っ
て
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
一
泊
二
日
で
全
町
村
を

回
り
ま
す
。

　
賞
品
も
豪
華
で
す
。
優
勝
チ
ー

ム
に
は
グ
リ
ン
ピ
ア
津
南
の
宿
泊

券
（
四
名
分
）
、
二
位
以
下
は
、

リ
ゾ
ー
ト
参
加
市
町
村
の
物
産
品

（
十
五
位
ま
で
）
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
夏
休
み
の
期
間
中
で
す
の
で
、

家
族
で
チ
ー
ム
を
作
っ
て
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
と
て
も
良
い
思
い

出
に
な
る
と
思
い
ま
す
よ
。

　
コ
ー
ス
は
安
塚
町
を
出
発
点
と

し
て
、
津
南
町
・
六
日
町
（
宿
泊
）

を
通
っ
て
終
点
が
川
口
町
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
間
を
車
や
イ
カ

ダ
を
使
っ
て
移
動
し
て
行
き
ま
す

が
、
途
中
で
ク
イ
ズ
が
出
た
り
、

イ
カ
ダ
に
よ
る
川
下
り
で
は
体
力

が
必
要
だ
っ
た
り
と
、
色
々
な
面

が
要
求
さ
れ
る
幅
広
い
ゲ
ー
ム
で

す
。
四
人
で
こ
の
難
関
を
い
か
に

克
服
で
き
る
か
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
勝
負
で
す
。

▼
応
募
要
領

（
対
象
）

・
原
則
と
し
て
家
族
を
中
心
と
し

　
た
四
人
編
成
で
あ
る
こ
と
（
し

　
か
し
家
族
で
な
く
て
も
良
い
）

・
一
年
以
上
の
運
転
歴
を
持
つ
方

　
で
、
マ
イ
カ
ー
を
有
し
て
い
る

　
こ
と
Q

・
小
学
生
高
学
年
以
上
で
あ
る
こ

　
と
。

（
申
込
み
期
日
）

・
七
月
一
日
～
二
〇
日
ま
で
（
当

　
日
消
印
有
効
）

（
方
法
）

・
ハ
ガ
キ
に
参
加
者
四
人
の
氏
名
・

　
性
別
・
年
齢
・
職
業
（
学
生
は

　
学
年
）
　
・
住
所
・
電
話
番
号
・

　
代
表
者
の
氏
名
及
び
運
転
免
許

　
を
持
っ
て
い
る
方
は
運
転
歴
を

記
入
し
て
次
の
所
へ

〒
九
五
〇
　
新
潟
市
新
光
町
四

　
ー
一
　
県
庁
内
企
画
調
整
部

　
土
地
利
用
対
策
課
　
リ
ゾ
ー

　
ト
推
進
室

（
参
加
人
数
）

。
五
〇
組
　
二
〇
〇
名

（
参
加
費
用
）

・
一
チ
ー
－
ム
　
ニ
万
円
（
六
日
町

　
で
の
宿
泊
費
及
び
二
十
五
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
」

みんなの参力㌧！

　特ってるよ　一

疹ず
…ゲ

　
脳

　
昼
食
～
二
十
六
日
昼
食
含
む
）

◎
抽
選
に
当
選
さ
れ
た
チ
ー
ム
に

　
は
、
八
月
三
日
ま
で
に
代
表
者

　
に
通
知
が
届
き
ま
す
。

　
松
之
山
町
か
ら
一
組
で
も
多
く

の
チ
ー
ム
が
参
加
で
き
る
よ
う
期

待
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
相
談

し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
事
は
、
役
場
総
務
課
財

政
係
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

晦
　
　
　
　
働
《

　
　
　
　
瀞

、
～
　
思

嚢
　（‘
過　『，，　ロ　ト又＿ご膨

晶藝懸i麟
8／25㊤～26◎1泊2日
安塚町役場に畑9：30集台（直接車でおこしください）

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

　
　
宝
く
じ
発
売

（
市
町
村
振
興
宝
く
じ
）

　
一
等
六
、
○
○
○
万
円
が
当

た
る
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

が
、
七
月
十
九
日
（
木
）
よ
り

予
約
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

市
町
村
の
災
害
対
策
と
明
る
く

住
み
よ
い
街
づ
く
り
等
に
つ
か

わ
れ
ま
す
。

　
一
等
プ
ラ
ス
前
後
賞
を
合
わ

せ
る
と
、
何
と
一
億
円
も
も
ら

え
る
超
ジ
ャ
ン
ボ
な
宝
く
じ
で

す
。
あ
な
た
も
ひ
と
夏
の
夢
に

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

夢は大きく1億円

圏緯岬潔籐轟
＿o。～‘、β
　ロロつ「添F　）■一D

刀A

町民体育大会

7月29日

　
今
回
で
十
五
回
目
を
迎
え
る
町

民
体
育
大
会
が
、
七
月
二
十
九
H

の
口
曜
日
に
松
之
山
中
学
校
グ
ラ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
真
夏
の
一
番
暑
い
時
に
行
わ
れ

て
い
る
こ
の
大
会
、
選
手
も
応
援

す
る
人
も
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら

一
生
け
ん
命
地
区
の
た
め
に
頑
張

る
姿
は
、
い
つ
見
て
も
感
動
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方

か
ヴ
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
種
目
の
方
は
咋
年
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
小
学
生

低
学
年
の
人
間
サ
ッ
カ
ー
が
モ
グ

ラ
競
争
と
い
う
の
に
変
わ
り
ま
し

た
。
ど
ん
な
競
技
か
楽
し
み
で
す

ね
。
他
の
種
口
に
つ
い
て
は
何
回

か
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
分
か
る

と
思
い
ま
す
。
地
区
で
選
手
に
選

ば
れ
た
方
は
、
咋
年
の
事
を
思
い

出
し
て
練
習
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
も
“
さ
わ
や
か
早
朝
体
操
”

の
表
彰
や
、
昨
年
各
ス
ポ
ー
ツ
で

活
躍
し
た
選
手
の
表
彰
な
ど
も
行

わ
れ
ま
す
。

　
梅
雨
明
け
後
の
一
番
暑
い
時
に

開
催
さ
れ
る
大
会
だ
け
に
、
体
調

を
整
え
て
お
か
な
い
と
具
合
い
を

悪
く
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
健

康
管
理
に
十
分
注
意
し
て
大
会
に

の
ぞ
み
ま
し
ょ
う
。

今年も熱い戦いが

　　　待っている！

粥

．
森

かV
’
鵡　

』
『

　
　
ー
趣

●

B乍漁さの　　仁

町民大会プログラム

　　種　　　　　　　　　目

開会式

100m競争　小学生～高校生

　　　　　　　　　　（地区対抗）

紅白玉入れ　　　　　（地区対抗）

3キロロードレース

幼児レース

モグラ競争　小学生1・2・3年

宝箱はこび　　　　　（地区対抗）

ナイスドリブノレナイススローリレー

　　　　　　　　　　（地区対抗）

砲丸投げ　　　　　　（地区対抗）

小・中全員走　50m～100m

一般100m走　自由参加

体育協会表彰

頭脳綱引き　中・高女子

騎馬戦　　　中・高男子

綱引き　　　　　　　（地区対抗

長縄とび　　　　　　（地区対抗

民謡おどり

縄ないリレー　　　　（地区対抗

女子リレー　　　　　（地区対抗

男子リレー　　　　　（地区対抗

閉会式

開始時間

8時30分

9時40分

10時00分

10時10分

10時15分

10時40分

10日寺50ラ｝

11時15分

11時25分

同　　時

11時50分

12日寺40分・

12時50分

同　　時

13時10分

13時30分

13時40分

13時55分

14時10分

14時35分

5時00分

⑤
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卜
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大
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
Q
・
8月

25～
　26日

　
マ
イ
ラ
イ
フ
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
の

指
定
を
受
け
て
い
る
十
四
市
町
村

を
、
運
力
、
知
力
、
体
力
を
使
っ

て
縦
断
す
る
こ
の
ゲ
ー
ム
、
四
人

で
チ
ー
ム
を
作
っ
て
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
一
泊
二
日
で
全
町
村
を

回
り
ま
す
。

　
賞
品
も
豪
華
で
す
。
優
勝
チ
ー

ム
に
は
グ
リ
ン
ピ
ア
津
南
の
宿
泊

券
（
四
名
分
）
、
二
位
以
下
は
、

リ
ゾ
ー
ト
参
加
市
町
村
の
物
産
品

（
十
五
位
ま
で
）
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
夏
休
み
の
期
間
中
で
す
の
で
、

家
族
で
チ
ー
ム
を
作
っ
て
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
と
て
も
良
い
思
い

出
に
な
る
と
思
い
ま
す
よ
。

　
コ
ー
ス
は
安
塚
町
を
出
発
点
と

し
て
、
津
南
町
・
六
日
町
（
宿
泊
）

を
通
っ
て
終
点
が
川
口
町
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
間
を
車
や
イ
カ

ダ
を
使
っ
て
移
動
し
て
行
き
ま
す

が
、
途
中
で
ク
イ
ズ
が
出
た
り
、

イ
カ
ダ
に
よ
る
川
下
り
で
は
体
力

が
必
要
だ
っ
た
り
と
、
色
々
な
面

が
要
求
さ
れ
る
幅
広
い
ゲ
ー
ム
で

す
。
四
人
で
こ
の
難
関
を
い
か
に

克
服
で
き
る
か
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
勝
負
で
す
。

▼
応
募
要
領

（
対
象
）

・
原
則
と
し
て
家
族
を
中
心
と
し

　
た
四
人
編
成
で
あ
る
こ
と
（
し

　
か
し
家
族
で
な
く
て
も
良
い
）

・
一
年
以
上
の
運
転
歴
を
持
つ
方

　
で
、
マ
イ
カ
ー
を
有
し
て
い
る

　
こ
と
Q

・
小
学
生
高
学
年
以
上
で
あ
る
こ

　
と
。

（
申
込
み
期
日
）

・
七
月
一
日
～
二
〇
日
ま
で
（
当

　
日
消
印
有
効
）

（
方
法
）

・
ハ
ガ
キ
に
参
加
者
四
人
の
氏
名
・

　
性
別
・
年
齢
・
職
業
（
学
生
は

　
学
年
）
　
・
住
所
・
電
話
番
号
・

　
代
表
者
の
氏
名
及
び
運
転
免
許

　
を
持
っ
て
い
る
方
は
運
転
歴
を

記
入
し
て
次
の
所
へ

〒
九
五
〇
　
新
潟
市
新
光
町
四

　
ー
一
　
県
庁
内
企
画
調
整
部

　
土
地
利
用
対
策
課
　
リ
ゾ
ー

　
ト
推
進
室

（
参
加
人
数
）

。
五
〇
組
　
二
〇
〇
名

（
参
加
費
用
）

・
一
チ
ー
－
ム
　
ニ
万
円
（
六
日
町

　
で
の
宿
泊
費
及
び
二
十
五
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
」

みんなの参力㌧！

　特ってるよ　一

疹ず
…ゲ

　
脳

　
昼
食
～
二
十
六
日
昼
食
含
む
）

◎
抽
選
に
当
選
さ
れ
た
チ
ー
ム
に

　
は
、
八
月
三
日
ま
で
に
代
表
者

　
に
通
知
が
届
き
ま
す
。

　
松
之
山
町
か
ら
一
組
で
も
多
く

の
チ
ー
ム
が
参
加
で
き
る
よ
う
期

待
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
相
談

し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
事
は
、
役
場
総
務
課
財

政
係
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

晦
　
　
　
　
働
《

　
　
　
　
瀞

、
～
　
思

嚢
　（‘
過　『，，　ロ　ト又＿ご膨

晶藝懸i麟
8／25㊤～26◎1泊2日
安塚町役場に畑9：30集台（直接車でおこしください）

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ

　
　
宝
く
じ
発
売

（
市
町
村
振
興
宝
く
じ
）

　
一
等
六
、
○
○
○
万
円
が
当

た
る
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

が
、
七
月
十
九
日
（
木
）
よ
り

予
約
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　
こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

市
町
村
の
災
害
対
策
と
明
る
く

住
み
よ
い
街
づ
く
り
等
に
つ
か

わ
れ
ま
す
。

　
一
等
プ
ラ
ス
前
後
賞
を
合
わ

せ
る
と
、
何
と
一
億
円
も
も
ら

え
る
超
ジ
ャ
ン
ボ
な
宝
く
じ
で

す
。
あ
な
た
も
ひ
と
夏
の
夢
に

か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

夢は大きく1億円

圏緯岬潔籐轟
＿o。～‘、β
　ロロつ「添F　）■一D

刀A

町民体育大会

7月29日

　
今
回
で
十
五
回
目
を
迎
え
る
町

民
体
育
大
会
が
、
七
月
二
十
九
H

の
口
曜
日
に
松
之
山
中
学
校
グ
ラ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
真
夏
の
一
番
暑
い
時
に
行
わ
れ

て
い
る
こ
の
大
会
、
選
手
も
応
援

す
る
人
も
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら

一
生
け
ん
命
地
区
の
た
め
に
頑
張

る
姿
は
、
い
つ
見
て
も
感
動
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方

か
ヴ
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
種
目
の
方
は
咋
年
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
小
学
生

低
学
年
の
人
間
サ
ッ
カ
ー
が
モ
グ

ラ
競
争
と
い
う
の
に
変
わ
り
ま
し

た
。
ど
ん
な
競
技
か
楽
し
み
で
す

ね
。
他
の
種
口
に
つ
い
て
は
何
回

か
や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
分
か
る

と
思
い
ま
す
。
地
区
で
選
手
に
選

ば
れ
た
方
は
、
咋
年
の
事
を
思
い

出
し
て
練
習
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
も
“
さ
わ
や
か
早
朝
体
操
”

の
表
彰
や
、
昨
年
各
ス
ポ
ー
ツ
で

活
躍
し
た
選
手
の
表
彰
な
ど
も
行

わ
れ
ま
す
。

　
梅
雨
明
け
後
の
一
番
暑
い
時
に

開
催
さ
れ
る
大
会
だ
け
に
、
体
調

を
整
え
て
お
か
な
い
と
具
合
い
を

悪
く
し
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
健

康
管
理
に
十
分
注
意
し
て
大
会
に

の
ぞ
み
ま
し
ょ
う
。

今年も熱い戦いが

　　　待っている！

粥

．
森

かV
’
鵡　

』
『

　
　
ー
趣

●

B乍漁さの　　仁

町民大会プログラム

　　種　　　　　　　　　目

開会式

100m競争　小学生～高校生

　　　　　　　　　　（地区対抗）

紅白玉入れ　　　　　（地区対抗）

3キロロードレース

幼児レース

モグラ競争　小学生1・2・3年

宝箱はこび　　　　　（地区対抗）

ナイスドリブノレナイススローリレー

　　　　　　　　　　（地区対抗）

砲丸投げ　　　　　　（地区対抗）

小・中全員走　50m～100m

一般100m走　自由参加

体育協会表彰

頭脳綱引き　中・高女子

騎馬戦　　　中・高男子

綱引き　　　　　　　（地区対抗

長縄とび　　　　　　（地区対抗

民謡おどり

縄ないリレー　　　　（地区対抗

女子リレー　　　　　（地区対抗

男子リレー　　　　　（地区対抗

閉会式

開始時間

8時30分

9時40分

10時00分

10時10分

10時15分

10時40分

10日寺50ラ｝

11時15分

11時25分

同　　時

11時50分

12日寺40分・

12時50分

同　　時

13時10分

13時30分

13時40分

13時55分

14時10分

14時35分

5時00分

⑤
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六
月
十
八
日
よ
り
二
十
二
日
ま

で
の
五
日
間
、
休
養
村
セ
ン
タ
ー

及
び
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
た
町

総
合
検
診
で
は
、
昨
年
を
上
回
る

皆
さ
ん
が
検
診
に
訪
れ
、
↓
年
に

一
度
の
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
年
の
検
診
で
は
、
胃
の
検
診

車
と
心
電
図
の
測
定
に
最
新
鋭
の

機
械
が
導
入
さ
れ
、
検
査
機
能
が

大
幅
に
ア
ッ
プ
し
て
待
ち
時
間
が

短
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
職
場

検
診
の
皆
さ
ん
に
は
、
目
と
耳
の

「お母さん血圧はちょうどいいよ～」

　　　　　　　　　　　　　血圧測定をする看護婦さん

検
査
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
年
々
機

能
が
充
実
さ
れ
、
よ
り
き
め
細
か

な
検
査
．
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
体
育
館
の
中
央
付
近
に
は
町
食

生”

活
推
進
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
”
食

推
コ
ー
ナ
ー
”
も
設
け
ら
れ
て
お

り
、
塩
分
摂
、
取
の
指
導
な
ど
も
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
各
種
検
診
の
受
診
者
数
及
び
受

診
率
な
ど
に
つ
い
て
は
現
在
集
計

中
で
す
が
、
子
宮
ガ
ン
検
診
な
ど

婦
人
検
診
の
受
診
者
が
少
し
減
っ

た
よ
う
で
す
。
七
月
中
に
三
回
乳

ガ
ン
検
診
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

一
人
で
も
多
く
の
方
か
ら
受
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
検
診
の
結
果
に
つ
い
て
は
出
来

る
だ
け
早
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

す
る
た
め
、
L
越
検
査
セ
ン
タ
ー

で
分
析
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
の

で
、
も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

診療所の五十嵐先生が一人一人
に指導してくれました

．
！

潔舞ド

一
讐
獅

データがすぐ画面で見られる

最新鋭の心電図測定機

　
　
　
声
’

自蛋
　
　
　
　
幽

｝
　メドな　レ

4う

㌧

‘
口
』

電
話
加
入
の
名
義
人
が

園
』
さ
れ
た
場
合

　
　
　
　
N
T
T
へ
お
届
け
く
だ
さ

　
電
話
加
入
契
約
の
契
約
当
事
者

の
方
が
死
亡
さ
れ
た
場
合
、
加
入

権
の
継
承
に
つ
い
て
お
届
け
が
あ

り
ま
せ
ん
と
、
次
の
よ
う
な
不
都

合
が
生
じ
ま
す
。

○
電
話
加
入
権
の
帰
属
が
不
明
確

　
に
な
り
ま
す
。

・
料
金
請
求
書
な
ど
N
T
T
か
ら

　
の
お
知
ら
せ
の
宛
名
が
、
死
亡

　
さ
れ
た
方
の
お
名
前
の
ま
ま
継

　
続
さ
れ
ま
す
。

・
電
話
帳
に
死
亡
さ
れ
た
方
の
お

　
名
前
が
掲
載
さ
れ
，
て
い
る
場
合
、

　
新
し
い
電
話
帳
が
発
行
さ
れ
て

　
も
、
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
て
い

　
き
ま
す
。

　
お
届
け
の
お
済
み
で
な
い
方
は
、

こ
の
際
ぜ
ひ
手
続
き
を
と
ら
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
手
続
き
は
、
N
T
T
に
備
え
て

あ
る
「
加
入
承
継
届
書
」
に
記
載
・

押
印
し
、
戸
籍
謄
本
，
（
場
合
に
よ

い

っ
て
は
抄
本
）
を
添
え
て
、
N
T

T
安
塚
営
業
所
へ
ご
提
出
下
さ
い
。

　
な
お
、
手
続
き
に
あ
た
っ
て
は
、

事
前
に
N
T
T
安
塚
営
業
所
（
智

二
－
二
二
〇
〇
）
へ
ご
照
会
い
た

だ
け
れ
ば
、
必
要
書
類
な
ど
に
つ

い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
N
T
T
安
塚
営
業
所

騰
皿
．

「
国
民
年
金
と
個
人
年
金
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
が
い

　
近
頃
、
生
命
保
険
会
社
や
郵
便

局
な
ど
で
売
り
出
し
て
い
る
「
個

人
年
金
に
加
入
し
た
の
で
、
国
民

年
金
を
や
め
た
い
」
な
ど
と
い
う

人
が
お
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
も
個
人
年
金
も
老
後
、

に
備
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
似
て

お
り
ま
す
が
、
個
人
年
金
は
、
国

民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
を
土
台

と
し
て
そ
の
う
え
に
、
自
分
の
老

後
プ
ラ
ン
と
し
て
、
経
済
的
な
事

情
な
ど
を
考
慮
し
て
加
入
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
を
や
め
て
個
人
年
金

の
み
に
加
入
す
る
考
え
は
正
し
い

　
　
　
動

　
　
　
運

　
　
　
る

　
　
　
す

　
　
　
駅

と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
個
人
年
金
の
基
本
的

な
仕
組
に
つ
い
て
紹
介
し
、
理
解

を
得
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
個
人
年
金
に
は
、
基
本
的
に
貯

蓄
型
と
保
険
型
の
も
の
が
あ
り
ま
』

す
。　

貯
蓄
型
と
は
、
一
定
年
齢
ま
で

掛
金
を
積
み
立
て
、
年
金
を
支
給

す
る
た
め
一
定
年
齢
以
降
に
こ
の

積
立
金
を
取
り
崩
し
て
い
く
も
の

で
す
。
設
計
の
自
由
性
が
特
色
で

す
が
、
終
身
に
わ
た
っ
て
年
金
を

受
け
と
る
の
は
、
か
な
り
困
難
で

す
。

ふ匙あいと耀瓢

　
保
険
型
と
は
、
各
加
入
者
に
終

身
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。
人
口
統
計
な

ど
を
も
ち
い
て
、
加
入
者
の
掛
金

の
合
計
と
支
給
年
齢
以
降
の
受
給

額
の
合
計
を
推
計
し
、
こ
れ
ら
が

バ
ラ
ン
ス
す
る
よ
う
掛
金
額
、
年

金
額
を
決
め
る
仕
組
み
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
貯
蓄
型
・
保
険
型
い

ず
れ
も
物
価
上
昇
へ
の
対
応
は
困

難
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
世
代
間
の
助
け

合
い
制
度
で
あ
り
、
物
価
が
上
が

れ
ば
そ
れ
に
応
じ
て
年
金
額
が
上

が
る
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
度
も
あ
り
、

ま
た
、
財
政
再
計
算
に
よ
9
年
金

額
の
見
直
し
も
あ
り
ま
す
。
国
民

‘
年
金
の
土
台
が
あ
っ
て
は
じ
め
て

個
人
年
金
が
活
か
さ
れ
る
の
で
す
。

　毎年7月は、“社会を明るく

する運動。の月間です。

　社会を明るくする運動は、

すべての国民がそれぞれの立

場において、犯罪や非行の防

止と罪を犯した人たちの立ち

直りに暖かい愛の手をさしの

べ、犯罪や非行のない明るい

社会を築こうとする運動です。

　私たちの地域社会から非行

を犯す少年を出さないよう1

人1人が力を合わせましょう。

⑦
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六
月
十
八
日
よ
り
二
十
二
日
ま

で
の
五
日
間
、
休
養
村
セ
ン
タ
ー

及
び
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
た
町

総
合
検
診
で
は
、
昨
年
を
上
回
る

皆
さ
ん
が
検
診
に
訪
れ
、
↓
年
に

一
度
の
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
た
。

　
今
年
の
検
診
で
は
、
胃
の
検
診

車
と
心
電
図
の
測
定
に
最
新
鋭
の

機
械
が
導
入
さ
れ
、
検
査
機
能
が

大
幅
に
ア
ッ
プ
し
て
待
ち
時
間
が

短
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
職
場

検
診
の
皆
さ
ん
に
は
、
目
と
耳
の

「お母さん血圧はちょうどいいよ～」

　　　　　　　　　　　　　血圧測定をする看護婦さん

検
査
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
年
々
機

能
が
充
実
さ
れ
、
よ
り
き
め
細
か

な
検
査
．
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
体
育
館
の
中
央
付
近
に
は
町
食

生”

活
推
進
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
”
食

推
コ
ー
ナ
ー
”
も
設
け
ら
れ
て
お

り
、
塩
分
摂
、
取
の
指
導
な
ど
も
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
各
種
検
診
の
受
診
者
数
及
び
受

診
率
な
ど
に
つ
い
て
は
現
在
集
計

中
で
す
が
、
子
宮
ガ
ン
検
診
な
ど

婦
人
検
診
の
受
診
者
が
少
し
減
っ

た
よ
う
で
す
。
七
月
中
に
三
回
乳

ガ
ン
検
診
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、

一
人
で
も
多
く
の
方
か
ら
受
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
検
診
の
結
果
に
つ
い
て
は
出
来

る
だ
け
早
く
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

す
る
た
め
、
L
越
検
査
セ
ン
タ
ー

で
分
析
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
の

で
、
も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

診療所の五十嵐先生が一人一人
に指導してくれました

．
！

潔舞ド

一
讐
獅

データがすぐ画面で見られる

最新鋭の心電図測定機

　
　
　
声
’

自蛋
　
　
　
　
幽

｝
　メドな　レ

4う

㌧

‘
口
』

電
話
加
入
の
名
義
人
が

園
』
さ
れ
た
場
合

　
　
　
　
N
T
T
へ
お
届
け
く
だ
さ

　
電
話
加
入
契
約
の
契
約
当
事
者

の
方
が
死
亡
さ
れ
た
場
合
、
加
入

権
の
継
承
に
つ
い
て
お
届
け
が
あ

り
ま
せ
ん
と
、
次
の
よ
う
な
不
都

合
が
生
じ
ま
す
。

○
電
話
加
入
権
の
帰
属
が
不
明
確

　
に
な
り
ま
す
。

・
料
金
請
求
書
な
ど
N
T
T
か
ら

　
の
お
知
ら
せ
の
宛
名
が
、
死
亡

　
さ
れ
た
方
の
お
名
前
の
ま
ま
継

　
続
さ
れ
ま
す
。

・
電
話
帳
に
死
亡
さ
れ
た
方
の
お

　
名
前
が
掲
載
さ
れ
，
て
い
る
場
合
、

　
新
し
い
電
話
帳
が
発
行
さ
れ
て

　
も
、
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
て
い

　
き
ま
す
。

　
お
届
け
の
お
済
み
で
な
い
方
は
、

こ
の
際
ぜ
ひ
手
続
き
を
と
ら
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
手
続
き
は
、
N
T
T
に
備
え
て

あ
る
「
加
入
承
継
届
書
」
に
記
載
・

押
印
し
、
戸
籍
謄
本
，
（
場
合
に
よ

い

っ
て
は
抄
本
）
を
添
え
て
、
N
T

T
安
塚
営
業
所
へ
ご
提
出
下
さ
い
。

　
な
お
、
手
続
き
に
あ
た
っ
て
は
、

事
前
に
N
T
T
安
塚
営
業
所
（
智

二
－
二
二
〇
〇
）
へ
ご
照
会
い
た

だ
け
れ
ば
、
必
要
書
類
な
ど
に
つ

い
て
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
N
T
T
安
塚
営
業
所

騰
皿
．

「
国
民
年
金
と
個
人
年
金
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
が
い

　
近
頃
、
生
命
保
険
会
社
や
郵
便

局
な
ど
で
売
り
出
し
て
い
る
「
個

人
年
金
に
加
入
し
た
の
で
、
国
民

年
金
を
や
め
た
い
」
な
ど
と
い
う

人
が
お
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
も
個
人
年
金
も
老
後
、

に
備
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
似
て

お
り
ま
す
が
、
個
人
年
金
は
、
国

民
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
を
土
台

と
し
て
そ
の
う
え
に
、
自
分
の
老

後
プ
ラ
ン
と
し
て
、
経
済
的
な
事

情
な
ど
を
考
慮
し
て
加
入
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
を
や
め
て
個
人
年
金

の
み
に
加
入
す
る
考
え
は
正
し
い

　
　
　
動

　
　
　
運

　
　
　
る

　
　
　
す

　
　
　
駅

と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
個
人
年
金
の
基
本
的

な
仕
組
に
つ
い
て
紹
介
し
、
理
解

を
得
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
個
人
年
金
に
は
、
基
本
的
に
貯

蓄
型
と
保
険
型
の
も
の
が
あ
り
ま
』

す
。　

貯
蓄
型
と
は
、
一
定
年
齢
ま
で

掛
金
を
積
み
立
て
、
年
金
を
支
給

す
る
た
め
一
定
年
齢
以
降
に
こ
の

積
立
金
を
取
り
崩
し
て
い
く
も
の

で
す
。
設
計
の
自
由
性
が
特
色
で

す
が
、
終
身
に
わ
た
っ
て
年
金
を

受
け
と
る
の
は
、
か
な
り
困
難
で

す
。

ふ匙あいと耀瓢

　
保
険
型
と
は
、
各
加
入
者
に
終

身
年
金
を
支
給
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
ま
す
。
人
口
統
計
な

ど
を
も
ち
い
て
、
加
入
者
の
掛
金

の
合
計
と
支
給
年
齢
以
降
の
受
給

額
の
合
計
を
推
計
し
、
こ
れ
ら
が

バ
ラ
ン
ス
す
る
よ
う
掛
金
額
、
年

金
額
を
決
め
る
仕
組
み
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
貯
蓄
型
・
保
険
型
い

ず
れ
も
物
価
上
昇
へ
の
対
応
は
困

難
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
世
代
間
の
助
け

合
い
制
度
で
あ
り
、
物
価
が
上
が

れ
ば
そ
れ
に
応
じ
て
年
金
額
が
上

が
る
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
度
も
あ
り
、

ま
た
、
財
政
再
計
算
に
よ
9
年
金

額
の
見
直
し
も
あ
り
ま
す
。
国
民

‘
年
金
の
土
台
が
あ
っ
て
は
じ
め
て

個
人
年
金
が
活
か
さ
れ
る
の
で
す
。

　毎年7月は、“社会を明るく

する運動。の月間です。

　社会を明るくする運動は、

すべての国民がそれぞれの立

場において、犯罪や非行の防

止と罪を犯した人たちの立ち

直りに暖かい愛の手をさしの

べ、犯罪や非行のない明るい

社会を築こうとする運動です。

　私たちの地域社会から非行

を犯す少年を出さないよう1

人1人が力を合わせましょう。

⑦



￥

ー
頃
田
1

　
　
　
　
　
ス

　
　
ト
一

月
オ
ユ

6
7
二

⑧

4
荒
れ
た
田
畑
を
森
林
に
！
黒
倉
部
落
で
公
団
造
林
の
植
樹
祭

村山町長、受益者の皆さんが一本一本杉苗の植樹を行う

　
黒
倉
部
落
で
は
、
三
年
ほ
ど
前

か
ら
休
耕
や
離
農
等
に
よ
っ
て
荒

れ
て
い
る
士
地
の
利
用
に
つ
い
て

話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
公
団
造
林

と
い
う
形
で
杉
の
植
林
を
す
る
事

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
植
林
を
記
念
し
て
六
月
二

十
日
午
後
に
町
長
、
振
興
課
長
．

受
益
者
の
皆
さ
ん
ら
が
出
て
植
樹

祭
を
行
い
、
事
業
の
出
発
を
祝
い

ま
し
た
。

　
植
林
が
行
わ
●
れ
る
所
は
、
黒
倉

部
落
の
高
畑
地
区
一
帯
で
、
面
積

に
し
て
約
二
石
ヘ
ク
9
ー
ル
と
広

い
場
所
で
す
。
こ
こ
に
森
林
開
発

公
団
と
森
林
組
ム
ロ
、
地
元
受
益
者

　
（
三
十
九
名
・
内
黒
倉
に
住
ん
で

い
な
い
万
十
二
名
）
の
三
者
で
、

三
～
四
年
か
け
て
植
林
を
す
る
も

の
で
、
現
在
一
部
造
成
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
植
樹
祭
で
は
、
現
地
で
「
公
団

造
林
黒
倉
団
地
し
と
書
か
れ
た
標

柱
を
立
て
た
あ
と
、
造
林
組
合
長

の
高
橋
勇
平
さ
ん
の
音
頭
で
参
加

し
た
全
員
が
㎜
本
一
本
丁
寧
に
杉

苗
を
植
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会

場
を
集
会
所
に
移
し
祝
宴
と
な
り

ま
し
た
が
．
話
は
将
来
立
派
に
育

っ
た
杉
林
の
事
な
ど
、
夢
の
あ
る

話
が
主
で
し
た
。

　
町
内
各
地
で
も
荒
地
が
だ
ん
だ

ん
目
立
っ
て
来
て
い
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
形
で
士
地
の
利
用
が
な

さ
れ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

．
竃

箋
’
一
㌔
一
一
系

鐸藩

町長、振興課長、高橋造林組合長によって

　　　　　　　　　　　　　　標柱が立てられました

2
明
る
く
入
り
や
す
い
役
場
に
な
り
ま
し
た

　
役
場
で
は
こ
の
程
、
庁
全
2
階

事
務
室
の
大
改
造
を
行
い
、
明
る

く
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
町
民
の
皆

さ
ん
が
入
り
や
ず
い
事
務
室
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
．
今
ま
で
の
事
務
室
が

手
狭
で
、
し
か
も
照
明
の
配
置
も

悪
く
暗
く
て
使
い
ず
ら
か
っ
た
た

め
、
約
九
百
万
円
の
予
算
を
計
上

し
て
工
事
し
た
も
の
で
、
入
口
に

は
自
動
ド
ア
が
取
り
吋
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
カ
ウ
ン
9
ー
も
白
く
モ
ダ
ン
な

も
の
に
取
り
替
え
ら
れ
、
事
務
室

に
は
中
央
か
ら
入
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
の
で
大
変
便
利
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
改
造
に
よ
っ
て
職

員
の
机
も
㏄
部
移
勅
し
て
い
ま
す
。

各
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
役
場
案

内
図
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

階
事
務
室
を
改
造

　
何
か
と
入
り
ず
ら
い
役
場
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
．
少
し
は
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
気
軽
に

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

蚤
一

桑
、
硝

・
舗
歯

瓢
糊
瓢
～

　
　
煮
専
～

響
黛
ノ

齢
・
毛
一

’
も
、
彦

　　　　一
　　～

罫る森暑膿麟勲1

　
　
　
　
　
醇

勢
転
諏
㌧

正面玄関には自動ドアが取り付けられ、スッキリ

きれいになりました

∫㎡ロ11

　
　
　
霞

　
鮮

　
　
禦

転準

照マ

＼

霞墜⇒

3
．
町
内
各
地
で
大
運
動
会
開
催

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
紅
臼
に
分
か
れ
て
の

応
援
合
戦
で
始
ま
り
、
児
童
の
全

員
走
や
P
T
A
の
ス
ブ
ー
ン
レ
ー

ス
・
ざ
る
引
き
な
ど
、
屋
内
で
出

来
る
種
目
が
午
前
中
行
わ
れ
．
昼

食
後
ワ
ラ
ン
ド
に
出
て
思
い
っ
き

り
走
っ
た
り
、
団
体
競
技
に
汗
を

流
し
ま
し
ま
し
た
。

　
松
之
山
小
学
校
で
は
今
年
鼓
笛

隊
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
一
新
し
、

そ
の
披
露
も
か
ね
て
午
後
の
一
番

目
に
四
年
生
以
上
く
王
員
に
よ
る
鼓

笛
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
の
た
め
に
　
カ
月
以
上
も
前
か

ら
練
習
し
た
そ
う
で
、
大
変
立
派

な
演
奏
で
し
た
。

釜、
曝

高甑
カウンターも全て一新され、ホテルのフロントみ

たい。壁も白く塗り替えられ、照明も新しくなっ

て大変明るくなりました

　
六
月
十
日
の
布
川
地
区
を
先
頭

に
、
松
之
山
・
浦
田
・
松
里
二
二

省
地
区
で
し
月
一
日
ま
で
の
各
日

曜
日
に
大
運
動
会
が
行
わ
れ
、
児

童
を
中
心
に
幼
児
か
ら
お
年
寄
り

の
皆
さ
ん
ま
で
大
勢
参
加
し
て
、

楽
し
い
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

　
六
月
二
十
四
日
に
は
松
之
山
・

浦
田
の
両
地
区
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
が
、
前
日
か
ら
の
雨
で
ク
ラ
ン

ド
状
態
が
悪
く
、
松
之
山
地
区
で

は
午
前
中
体
育
館
の
中
で
の
大
会

一
皇
　
7

㌃
ゾ
3

ノ物’

兎童全員による紅白大玉送り

今年はボールが大きくて大変でした
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荒
れ
た
田
畑
を
森
林
に
！
黒
倉
部
落
で
公
団
造
林
の
植
樹
祭

村山町長、受益者の皆さんが一本一本杉苗の植樹を行う

　
黒
倉
部
落
で
は
、
三
年
ほ
ど
前

か
ら
休
耕
や
離
農
等
に
よ
っ
て
荒

れ
て
い
る
士
地
の
利
用
に
つ
い
て

話
し
合
い
が
行
わ
れ
、
公
団
造
林

と
い
う
形
で
杉
の
植
林
を
す
る
事

に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
植
林
を
記
念
し
て
六
月
二

十
日
午
後
に
町
長
、
振
興
課
長
．

受
益
者
の
皆
さ
ん
ら
が
出
て
植
樹

祭
を
行
い
、
事
業
の
出
発
を
祝
い

ま
し
た
。

　
植
林
が
行
わ
●
れ
る
所
は
、
黒
倉

部
落
の
高
畑
地
区
一
帯
で
、
面
積

に
し
て
約
二
石
ヘ
ク
9
ー
ル
と
広

い
場
所
で
す
。
こ
こ
に
森
林
開
発

公
団
と
森
林
組
ム
ロ
、
地
元
受
益
者

　
（
三
十
九
名
・
内
黒
倉
に
住
ん
で

い
な
い
万
十
二
名
）
の
三
者
で
、

三
～
四
年
か
け
て
植
林
を
す
る
も

の
で
、
現
在
一
部
造
成
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
植
樹
祭
で
は
、
現
地
で
「
公
団

造
林
黒
倉
団
地
し
と
書
か
れ
た
標

柱
を
立
て
た
あ
と
、
造
林
組
合
長

の
高
橋
勇
平
さ
ん
の
音
頭
で
参
加

し
た
全
員
が
㎜
本
一
本
丁
寧
に
杉

苗
を
植
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会

場
を
集
会
所
に
移
し
祝
宴
と
な
り

ま
し
た
が
．
話
は
将
来
立
派
に
育

っ
た
杉
林
の
事
な
ど
、
夢
の
あ
る

話
が
主
で
し
た
。

　
町
内
各
地
で
も
荒
地
が
だ
ん
だ

ん
目
立
っ
て
来
て
い
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
形
で
士
地
の
利
用
が
な

さ
れ
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

．
竃

箋
’
一
㌔
一
一
系

鐸藩

町長、振興課長、高橋造林組合長によって

　　　　　　　　　　　　　　標柱が立てられました

2
明
る
く
入
り
や
す
い
役
場
に
な
り
ま
し
た

　
役
場
で
は
こ
の
程
、
庁
全
2
階

事
務
室
の
大
改
造
を
行
い
、
明
る

く
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
町
民
の
皆

さ
ん
が
入
り
や
ず
い
事
務
室
と
な

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
．
今
ま
で
の
事
務
室
が

手
狭
で
、
し
か
も
照
明
の
配
置
も

悪
く
暗
く
て
使
い
ず
ら
か
っ
た
た

め
、
約
九
百
万
円
の
予
算
を
計
上

し
て
工
事
し
た
も
の
で
、
入
口
に

は
自
動
ド
ア
が
取
り
吋
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
カ
ウ
ン
9
ー
も
白
く
モ
ダ
ン
な

も
の
に
取
り
替
え
ら
れ
、
事
務
室

に
は
中
央
か
ら
入
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
の
で
大
変
便
利
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
改
造
に
よ
っ
て
職

員
の
机
も
㏄
部
移
勅
し
て
い
ま
す
。

各
家
庭
に
配
布
し
ま
し
た
役
場
案

内
図
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

階
事
務
室
を
改
造

　
何
か
と
入
り
ず
ら
い
役
場
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
．
少
し
は
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
気
軽
に

お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

蚤
一

桑
、
硝

・
舗
歯

瓢
糊
瓢
～

　
　
煮
専
～

響
黛
ノ

齢
・
毛
一

’
も
、
彦

　　　　一
　　～

罫る森暑膿麟勲1

　
　
　
　
　
醇

勢
転
諏
㌧

正面玄関には自動ドアが取り付けられ、スッキリ

きれいになりました

∫㎡ロ11

　
　
　
霞

　
鮮

　
　
禦

転準

照マ

＼

霞墜⇒

3
．
町
内
各
地
で
大
運
動
会
開
催

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
紅
臼
に
分
か
れ
て
の

応
援
合
戦
で
始
ま
り
、
児
童
の
全

員
走
や
P
T
A
の
ス
ブ
ー
ン
レ
ー

ス
・
ざ
る
引
き
な
ど
、
屋
内
で
出

来
る
種
目
が
午
前
中
行
わ
れ
．
昼

食
後
ワ
ラ
ン
ド
に
出
て
思
い
っ
き

り
走
っ
た
り
、
団
体
競
技
に
汗
を

流
し
ま
し
ま
し
た
。

　
松
之
山
小
学
校
で
は
今
年
鼓
笛

隊
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
一
新
し
、

そ
の
披
露
も
か
ね
て
午
後
の
一
番

目
に
四
年
生
以
上
く
王
員
に
よ
る
鼓

笛
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
の
た
め
に
　
カ
月
以
上
も
前
か

ら
練
習
し
た
そ
う
で
、
大
変
立
派

な
演
奏
で
し
た
。

釜、
曝

高甑
カウンターも全て一新され、ホテルのフロントみ

たい。壁も白く塗り替えられ、照明も新しくなっ

て大変明るくなりました

　
六
月
十
日
の
布
川
地
区
を
先
頭

に
、
松
之
山
・
浦
田
・
松
里
二
二

省
地
区
で
し
月
一
日
ま
で
の
各
日

曜
日
に
大
運
動
会
が
行
わ
れ
、
児

童
を
中
心
に
幼
児
か
ら
お
年
寄
り

の
皆
さ
ん
ま
で
大
勢
参
加
し
て
、

楽
し
い
一
日
を
過
し
ま
し
た
。

　
六
月
二
十
四
日
に
は
松
之
山
・

浦
田
の
両
地
区
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
が
、
前
日
か
ら
の
雨
で
ク
ラ
ン

ド
状
態
が
悪
く
、
松
之
山
地
区
で

は
午
前
中
体
育
館
の
中
で
の
大
会

一
皇
　
7

㌃
ゾ
3

ノ物’

兎童全員による紅白大玉送り

今年はボールが大きくて大変でした

⑨
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1拶碁鯉鞍羅黛葺難
　鎌凶麟溝＾ガ邑やル大会
戦讐ム鰺　仁6人制バレf

4
高
校
生
チ
ー
ム
が
初
優
勝
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

優勝した高校2年生チーム、教頭先生も

応援にかけつけてくれました

●

－；

　
止
パ
目
〕
「
十
五
二
「
1
4
ハ
ロ
U
の
』

，
．
日
間
に
わ
た
り
夜
、
開
催
さ
れ
た
，
Ψ

　
成
二
年
、
贋
町
民
バ
レ
ー
小
ー
ル
大

　
く
．
∬
（
六
人
制
）
」
r
、
、
高
、
校
二
無
生

　
チ
ー
ム
が
『
般
の
大
人
チ
ー
ム
を

　
負
か
し
＼
見
事
継
勝
に
輝
き
ま
し

　
た
。

　
町
民
体
爾
館
春
餅
ジ
ζ
荷
わ
れ

た
．
尾
．
の
大
く

ハ
に
は
七
、
ヲ
ー
ム
が
参

加
し
、
三
臼
聞
に
わ
た
つ
て
熱
戦

「しっかりつかまえててよqお父さん方は汗だくに

な驚の7－5獅、，，，5

が
展
開
、
さ
れ
ま
し
た
が
，
最
後
は

若
さ
が
・
物
を

呂

い
ま
し
た
．

　
決
勝
戦
は
松
高
二
葺
と
緊
勢
会

B
チ
ー
ム
の
間
で
、
行
わ
れ
、
セ
ッ

ト
カ
ウ
N
ノ
［
ト
こ
対
、
○
で

高
校
生
チ

ー
ム
が
圧
勝
し
、
う
れ
し
い
初
優
、

勝．

を
舗
飾
り
・
ま
ビ
し
九
友

。
　
以
下
、
　

正壇

男
勢
会
B
ヲ
ー
ム
、
三
位
M
M
B

C
と
い
う
成
績
で
し
た
。

「
お
父
さ
ん
て
力
あ
る
な
あ
～
し

　
　
親
子
で
体
力
づ
く
り

　
－
ノ
ー

イ

ー
　
父
山
）
の
晶
俊
、

川
．
民
体
へ
目
館
σ
“
あ
、
V
。
さ
ん
と
「

緒
に
俳
力
）
．
r
。
り
”
の
催
し
が
行

わ
れ
　
川
内
の
親
．
」
セ
0
組
は
と

が
参
、
加
し
び
し
た
。

　
．
〔
の
目
、
色
々
な
体
力
つ
く
り

為
指
ア
胃
し
．
（
ご
、
れ
た
先
生
は
冨
坂

　
長
先
硅
ハ
浦
川
原
伺
）
で
、
道

目
、
為
仲
わ
ね
い
運
勅
を
約
…
時
間

撤
イ
r
曳
れ
び
し
た

。

　
H
頃
、
．
、
～
倶
さ
ん
と
の
ス
キ
ン

シ
ッ
フ
が
φ
な
い
お
父
さ
ん
・
月
で

d
、
が
、

こ
の
臼
、
は
～
供
に
搬
り
回

さ
れ
な
か
う
も
｝
生
け
ん
命
サ
ー

ビ
ス
に
努
め
て
い
ま
し
た
。

　
「
イ
供
た
ち
も
、
お
父
さ
ん
、
の
背

中
に
．
卑
つ
た
り
、
腕
に
ぶ
ら
下
つ

た
り
し
て
大
黛
ひ

、
お
父
さ
ん
の

仔
在
を
由
認
識
し
た
の
ぐ
は
な
い

で
し
よ
つ
か
。

　
．
」
れ
が
ら
も
～
供
と
の
ス
キ
ン

シ
ッ
プ
を
大
切
に
し
て
、
、
く
だ
さ
い
。

落ちないようにしっかり立って！

子供たちはみんなうれしそうでしたよ

　
　
　
「
探
鳥
会
に
行
っ
て
良
か
っ
た
一

　
五
月
、
松
口
美
人
林
周
辺
で
実
施
さ
れ
た
”
探
鳥
会
”

に
、
大
勢
で
参
加
し
て
く
れ
た
浦
田
山
村
留
学
生
の
皆
さ

ん
が
、
感
想
集
を
作
っ
て
町
へ
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
み
ん
な
初
め
て
の
経
験
で
、
大
変
印
象
深
か
っ
た
様
子

が
文
面
か
ら
伺
え
ま
す
。
全
部
は
紹
介
で
ぎ
な
い
の
で
二

人
の
感
想
文
を
紹
介
し
ま
す
。

囚
菊

云
想

鋤
、
魅

突
｝

も黙・

驚

＼圃

参
加

て
参

め
も

初
年

　
来

な
ち

す
供

　
子

を
目
生

　
留

民
山

「
バ
ー
ド
ゥ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」

　
　
　
四
年
　
お
ち
み
ち
た
け

　
ま
く
よ
、
生
ま
れ
て
は
じ
め
て

　
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
」
を
し

ま
し
た
。

　
び
じ
ん
林
で
や
り
ま
し
た
。
鳥

　
　
し
ろ
し
ろ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
じ
め
て
し
っ
た
の
は
、

ス
ズ
メ
と
カ
ラ
ス
は
二
種
類
あ
る

こ
と
を
し
り
ま
し
た
。

　
こ
オ
も
村
川
先
生
の
お
か
げ
で

　
ま
く
よ
、
こ
σ
．
ー
ド
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
が
あ
・
た
カ
ら
こ
そ
、
鳥

に
き
ょ
う
み
を
も
っ
た
の
で
す
。

　
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

「
た
ん
鳥
会
に
行
っ
て
」

　
　
　
　
　
五
年
　
笈
川
志
摩

　
た
ん
鳥
会
に
行
っ
て
私
は
い
ろ

い
ろ
な
鳥
の
種
類
を
知
っ
た
。
さ

い
初
は
何
が
な
ん
だ
か
わ
か
ら
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
探
鳥
会
や
野
鳥

集
会
に
行
っ
て
わ
か
ら
な
か
っ
た

鳥
の
名
前
も
わ
か
っ
た
。

　
野
鳥
集
会
は
ビ
デ
オ
な
ど
を
見

て
鳥
の
名
前
を
知
り
き
探
鳥
会
で

は
本
当
に
木
に
と
ま
っ
て
い
る
鳥

を
そ
う
が
ん
き
ょ
う
と
か
、
ぽ
う

え
ん
き
ょ
う
な
ど
で
見
ま
し
た
。

私
が
ぼ
う
え
ん
き
ょ
う
で
見
た
所

で
は
、
鳥
が
鳴
く
時
は
む
ね
を
は

り
、
L
を
む
い
て
鳴
き
、
ま
た
、

鳴
き
終
る
と
も
と
の
た
い
け
い
に

な
る
鳥
も
あ
れ
ば
、
も
う
少
し
ち

が
う
鳥
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
と
っ
て
も
お
も
し
ろ

く
鳴
く
と
私
が
思
っ
た
鳥
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
「
ゲ
ン
ペ
イ
ツ
ツ

ジ
・
シ
ロ
ツ
ツ
ジ
一
と
「
イ
ッ
ピ

ツ
ケ
イ
ジ
ョ
ウ
ツ
カ
マ
ツ
リ
ソ
ウ

ロ
ウ
」
と
鳴
く
鳥
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
鳴
く
鳥
を
見
さ
せ
て
く
れ

た
の
は
（
い
っ
し
ょ
に
い
て
く
れ

た
先
牛
．
）
村
山
先
生
で
す
。
そ
の

村
山
先
生
と
い
っ
し
ょ
に
行
っ
て

そ
の
鳥
を
見
ま
し
た
。
そ
の
鳥
の

名
前
は
「
ホ
オ
ジ
ロ
」
と
い
っ
て
、

シ
ッ
ポ
は
長
め
で
ち
ゃ
色
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
時
は
た
っ
く
さ
ん

た
っ
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　
巨
岡
の
事
が
観
察
で
き
て
、
と
つ

て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

　
以
L
で
す
が
、
こ
の
ほ
か
の
子

供
た
ち
も
探
鳥
会
に
参
加
し
て
本

当
に
良
か
っ
た
と
書
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
探
鳥
会
以
来
、
山
留
生
た

ち
の
間
で
ち
ょ
っ
と
し
た
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ブ
ー
ム
が
起
き
て

い
る
そ
う
で
す
。
一
つ
で
も
多
く

鳥
の
名
前
を
寛
え
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
来
年
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

O
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む
い
て
鳴
き
、
ま
た
、

鳴
き
終
る
と
も
と
の
た
い
け
い
に

な
る
鳥
も
あ
れ
ば
、
も
う
少
し
ち

が
う
鳥
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
と
っ
て
も
お
も
し
ろ

く
鳴
く
と
私
が
思
っ
た
鳥
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
「
ゲ
ン
ペ
イ
ツ
ツ

ジ
・
シ
ロ
ツ
ツ
ジ
一
と
「
イ
ッ
ピ

ツ
ケ
イ
ジ
ョ
ウ
ツ
カ
マ
ツ
リ
ソ
ウ

ロ
ウ
」
と
鳴
く
鳥
も
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
鳴
く
鳥
を
見
さ
せ
て
く
れ

た
の
は
（
い
っ
し
ょ
に
い
て
く
れ

た
先
牛
．
）
村
山
先
生
で
す
。
そ
の

村
山
先
生
と
い
っ
し
ょ
に
行
っ
て

そ
の
鳥
を
見
ま
し
た
。
そ
の
鳥
の

名
前
は
「
ホ
オ
ジ
ロ
」
と
い
っ
て
、

シ
ッ
ポ
は
長
め
で
ち
ゃ
色
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
時
は
た
っ
く
さ
ん

た
っ
く
さ
ん
い
ま
し
た
。

　
巨
岡
の
事
が
観
察
で
き
て
、
と
つ

て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

　
以
L
で
す
が
、
こ
の
ほ
か
の
子

供
た
ち
も
探
鳥
会
に
参
加
し
て
本

当
に
良
か
っ
た
と
書
い
て
い
ま
す
。

　
こ
の
探
鳥
会
以
来
、
山
留
生
た

ち
の
間
で
ち
ょ
っ
と
し
た
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
ブ
ー
ム
が
起
き
て

い
る
そ
う
で
す
。
一
つ
で
も
多
く

鳥
の
名
前
を
寛
え
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
来
年
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

O
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卜
鵠
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「
婦
人
教
室
開
催
の
お
知
ら
せ
」

　
町
婦
人
会
で
は
「
自
分
を
磨
く

た
め
に
勉
強
会
を
や
っ
て
み
よ
う
・

と
各
種
教
室
を
開
催
七
、
希
望
者

の
と
り
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
、
十
名
以
上
の
希
望
の
あ
っ

た
二
つ
の
教
室
を
、
七
月
よ
り
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

◎
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス

。
七
月
十
一
日
（
水
）
夜
八
時
～

・
休
養
村
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

・
会
費
　
　
一
、
O
O
O
円
（
五
回

　
　
分
）

◎
料
理
教
室

・
七
月
十
九
日
（
木
）
夜
八
時
～

・
休
養
村
セ
ン
タ
ー
調
理
室

。
会
費
　
一
、
○
○
○
円
（
材
料

　
　
費
は
別
）

　
一
回
目
は
手
作
り
ソ
ー
セ
ー
ジ
。

　
趣
味
と
仲
問
作
り
を
と
お
し
て

婦
人
会
活
動
に
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方

も
当
口
会
場
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。
お
さ
そ
い
あ
わ
せ
て
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

”
牛
乳
パ
ッ
ク
の

　
　
　
回
収
始
ま
る
”

　
第
一
回
目
の
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回

収
が
、
六
月
一
．
十
五
・
二
f
六
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
一
一

六
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
パ
ッ
ク
が
集
ま

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
引
き
続
き
運
動
を
進
め
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

※
空
パ
ッ
ク
は
一
キ
ロ
ち
ょ
う
ど

　
に
ま
と
め
な
く
て
も
か
ま
い
ま

　
せ
ん
。
三
十
五
枚
一
束
と
い
う

　
の
は
目
安
で
す
。
五
枚
で
も
十

　
枚
で
も
出
し
て
く
だ
さ
い
。

県
婦
人
リ
ー
ダ
ー

　
　
研
修
会
へ
参
加

　
六
月
十
一
日
、
県
庁
会
議
室
に

お
い
て
”
婦
人
リ
ー
ダ
i
研
修
会
”

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
婦
人
会
か
ら
副
会
長
二
人
が

田
辺
主
事
と
参
加
。
「
婦
人
教
育
の

現
状
と
課
題
、
教
育
活
動
の
た
め

の
調
査
に
つ
い
て
」
の
講
議
を
聞

き
、
学
習
し
て
来
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
地
区
別
学
習
、
後
期

全
体
学
習
へ
の
参
加
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

町
役
員
会
開
催

　
六
月
二
十
五
日
、
第
十
五
回
町

民
体
育
大
会
、
そ
の
他
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
の
た
め
役
員
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
町
役
員
と
保
健
体
育
部
員
で
、

民
謡
踊
り
・
売
店
に
つ
い
て
、
昨

年
同
様
会
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
す
る
事
を
決
め
ま
し
た
。

　
婦
人
の
力
で
大
会
を
盛
り
上
げ

た
い
も
の
で
す
。

　
短
歌
・
俳
句
ば
か
り
で
な
く
川

柳
・
生
活
詩
等
も
掲
載
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご

寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
短
歌

き
れ
ぎ
れ
の
夢
に
母
ゐ
て
夢
っ
な
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
闇
の
帝
王
ふ
く
ろ
ふ
近
し

深
海
に
眠
る
人
魚
の
目
覚
め
出
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
イ
ス
ナ
イ
ト
を
恋
に
い
ざ
な
ふ

眠
つ
む
り
て
美
空
ひ
ば
り
の
歌
幾
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
思
い
浮
か
べ
し
梅
雨
ふ
る
一
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木
俊
一
（
栄
屋
）

　
　
俳
句

　
（
大
棟
山
に
て
）

滝
の
音
絶
え
て
幾
年
夏
草
に

幾
度
か
安
吾
来
て
住
み
夏
座
敷

　
　
　
　
　
よ
　
よ
　
　
　
ね
　
い
ろ

夏
館
き
し
み
代
マ
の
卿
音
色
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
　
井
部
朝
女
（
高
松
屋
）

柿
落
花
飛
石
伝
い
の
資
料
館

ひ
び
走
る
土
蔵
の
残
る
夏
館

団
地
出
て
駅
へ
の
細
道
葱
の
花

松
之
山
　
高
沢
ひ
で
女
（
南
田
）

山
笠
に
受
け
て
は
し
ゃ
ぐ
子
柿
の
花

旧
邸
の
壕
荒
る
ま
ま
に
夏
わ
ら
び

植
田
風
昔
な
が
ら
の
大
藁
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

佐
藤
節
女
（
松
屋
）

「
長
生
き
の
秘
訣
教
え
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
荒
戸
老
人
会

　
大
荒
戸
部
落
老
人
会
で
は
、
六

月
二
卜
日
に
部
落
の
名
物
老
人
、

高
沢
寅
治
さ
ん
を
講
師
に
し
て
勉

強
会
を
開
き
、
み
ん
な
が
楽
し
く

長
生
き
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良

い
か
考
え
ま
し
た
。

　
高
沢
寅
治
さ
ん
は
、
町
の
名
老

百
選
に
も
選
ば
れ
る
な
ど
色
々
な
．

事
に
一
生
け
ん
命
な
お
じ
い
さ
ん

で
、
こ
の
口
も
長
生
き
の
秘
訣
み

た
い
な
事
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
お
じ
い
さ
ん
は
「
自
分
が
こ
れ

ほ
ど
長
生
き
で
き
た
の
は
、
馬
鹿

と
色
気
と
運
の
お
か
げ
だ
一
と
話

し
、
馬
鹿
は
心
配
事
や
苫
し
い
事

が
あ
っ
て
も
苦
に
な
ら
な
い
。

ク
ヨ
ク
ヨ
し
な
い
か
ら
孤
独
に
も

な
ら
な
い
。
孤
独
に
な
れ
ば
ボ
ケ

て
し
ま
う
か
ら
色
気
を
持
つ
、
色

気
と
は
人
と
い
っ
ば
い
話
を
し
た

り
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
楽
し
み

を
持
つ
事
だ
。
と
話
し
、
．
運
が
良

か
っ
た
の
も
こ
れ
だ
け
．
長
生
き
で

き
た
一
つ
だ
と
思
う
ゆ
と
、
約
三

卜
分
ほ
ど
お
も
し
ろ
お
か
し
く
溝

演
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
高
沢
さ
ん
は
一
人
暮
し
を

し
て
い
ま
す
が
、
地
区
や
何
か
の

集
ま
り
に
は
必
ず
頚
を
兇
せ
て
く

れ
る
、
好
奇
心
あ
ふ
れ
る
．
兀
気
な

お
じ
い
さ
ん
で
す
。

瑠

おもしろおかしく話しをする

高沢寅治さん（大荒戸中道）

み
ん
な
ガ
ン
パ
ッ
た
健
康
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一

　
六
月
三
十
日
（
上
〉
の
午
後
、

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
を
出
発
点

と
し
て
の
”
第
八
回
健
康
マ
ラ
ソ

ン
大
会
”
が
実
施
さ
れ
、
小
さ
い

子
供
さ
ん
か
ら
一
般
の
大
人
ま
で

四
二
二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
『
こ
の
口
、

参
加
す
る
方
や
応
援
の
方
た
ち
が

次
々
と
セ
ン
タ
ー
前
に
集
ま
り
、

午
後
二
時
、
開
会
式
や
準
備
体
操

が
入
念
に
行
わ
れ
た
後
、
小
さ
い

三
人
参
加

　
．
r
供
た
ち
や
お
母
さ
ん
方
の
一
キ

　
ロ
の
部
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
　
巳
之
下
線
を
使
っ
て
行
わ
れ
る

　
こ
の
大
会
、
ス
タ
ー
ト
地
点
が
も

　
う
少
し
広
け
れ
ば
最
高
の
コ
ー
ス

　
だ
と
思
う
の
で
す
が
…
。

　
　
秋
に
は
駅
伝
大
会
と
健
康
マ
ラ

　
ソ
ン
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

　
ぜ
ひ
大
勢
の
方
か
ら
参
加
願
い
た

　
い
も
の
で
す
。

1・さい子供たちもお母さんと一緒に走り

ました、、「ガンバレーもう少しだよ」

「
行
万
不
明
の
人
を

捜
す
相
談
所
」

開
設
の
お
知
ら
せ

　
警
察
で
は
、
八
月
を
行
方
不
明

の
人
を
捜
す
重
点
月
と
定
め
、
各

地
で
相
談
所
を
開
設
し
て
皆
さ
ん

ご
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
　
（
無
料
）

　
皆
さ
ん
の
家
族
や
知
り
合
い
の

人
で

　
・
病
気
な
ど
を
苦
に
家
出
し
た

一
・
外
出
し
た
ま
ま
行
方
が
分
か
ら

　
な
く
な
っ
た

　
・
出
稼
ぎ
先
か
ら
便
り
が
途
絶
え

　
た

等
で
、
そ
の
後
消
息
が
知
れ
ず
お

困
り
の
方
は
、
是
非
と
も
相
談
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
巡
回
相
談
所
の
日
時

　
・
八
月
十
日
（
金
）
午
前
九
時
～

　
五
時
ま
で

　
。
場
所
　
上
越
北
警
察
署

※
な
お
、
新
潟
市
に
あ
る
県
警
察

　
本
部
で
は
、
常
時
相
談
に
応
じ

　
て
お
り
ま
す
の
で
お
出
掛
け
く

　
だ
さ
い
。

●
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「
婦
人
教
室
開
催
の
お
知
ら
せ
」

　
町
婦
人
会
で
は
「
自
分
を
磨
く

た
め
に
勉
強
会
を
や
っ
て
み
よ
う
・

と
各
種
教
室
を
開
催
七
、
希
望
者

の
と
り
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
、
十
名
以
上
の
希
望
の
あ
っ

た
二
つ
の
教
室
を
、
七
月
よ
り
ス

タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

◎
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ダ
ン
ス

。
七
月
十
一
日
（
水
）
夜
八
時
～

・
休
養
村
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室

・
会
費
　
　
一
、
O
O
O
円
（
五
回

　
　
分
）

◎
料
理
教
室

・
七
月
十
九
日
（
木
）
夜
八
時
～

・
休
養
村
セ
ン
タ
ー
調
理
室

。
会
費
　
一
、
○
○
○
円
（
材
料

　
　
費
は
別
）

　
一
回
目
は
手
作
り
ソ
ー
セ
ー
ジ
。

　
趣
味
と
仲
問
作
り
を
と
お
し
て

婦
人
会
活
動
に
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方

も
当
口
会
場
に
お
出
か
け
く
だ
さ

い
。
お
さ
そ
い
あ
わ
せ
て
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

”
牛
乳
パ
ッ
ク
の

　
　
　
回
収
始
ま
る
”

　
第
一
回
目
の
牛
乳
パ
ッ
ク
の
回

収
が
、
六
月
一
．
十
五
・
二
f
六
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
一
一

六
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
パ
ッ
ク
が
集
ま

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
引
き
続
き
運
動
を
進
め
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

※
空
パ
ッ
ク
は
一
キ
ロ
ち
ょ
う
ど

　
に
ま
と
め
な
く
て
も
か
ま
い
ま

　
せ
ん
。
三
十
五
枚
一
束
と
い
う

　
の
は
目
安
で
す
。
五
枚
で
も
十

　
枚
で
も
出
し
て
く
だ
さ
い
。

県
婦
人
リ
ー
ダ
ー

　
　
研
修
会
へ
参
加

　
六
月
十
一
日
、
県
庁
会
議
室
に

お
い
て
”
婦
人
リ
ー
ダ
i
研
修
会
”

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
町
婦
人
会
か
ら
副
会
長
二
人
が

田
辺
主
事
と
参
加
。
「
婦
人
教
育
の

現
状
と
課
題
、
教
育
活
動
の
た
め

の
調
査
に
つ
い
て
」
の
講
議
を
聞

き
、
学
習
し
て
来
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
地
区
別
学
習
、
後
期

全
体
学
習
へ
の
参
加
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

町
役
員
会
開
催

　
六
月
二
十
五
日
、
第
十
五
回
町

民
体
育
大
会
、
そ
の
他
に
つ
い
て

の
話
し
合
い
の
た
め
役
員
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
町
役
員
と
保
健
体
育
部
員
で
、

民
謡
踊
り
・
売
店
に
つ
い
て
、
昨

年
同
様
会
員
の
皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
す
る
事
を
決
め
ま
し
た
。

　
婦
人
の
力
で
大
会
を
盛
り
上
げ

た
い
も
の
で
す
。

　
短
歌
・
俳
句
ば
か
り
で
な
く
川

柳
・
生
活
詩
等
も
掲
載
し
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご

寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
短
歌

き
れ
ぎ
れ
の
夢
に
母
ゐ
て
夢
っ
な
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
闇
の
帝
王
ふ
く
ろ
ふ
近
し

深
海
に
眠
る
人
魚
の
目
覚
め
出
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
イ
ス
ナ
イ
ト
を
恋
に
い
ざ
な
ふ

眠
つ
む
り
て
美
空
ひ
ば
り
の
歌
幾
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
思
い
浮
か
べ
し
梅
雨
ふ
る
一
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木
俊
一
（
栄
屋
）

　
　
俳
句

　
（
大
棟
山
に
て
）

滝
の
音
絶
え
て
幾
年
夏
草
に

幾
度
か
安
吾
来
て
住
み
夏
座
敷

　
　
　
　
　
よ
　
よ
　
　
　
ね
　
い
ろ

夏
館
き
し
み
代
マ
の
卿
音
色
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
　
井
部
朝
女
（
高
松
屋
）

柿
落
花
飛
石
伝
い
の
資
料
館

ひ
び
走
る
土
蔵
の
残
る
夏
館

団
地
出
て
駅
へ
の
細
道
葱
の
花

松
之
山
　
高
沢
ひ
で
女
（
南
田
）

山
笠
に
受
け
て
は
し
ゃ
ぐ
子
柿
の
花

旧
邸
の
壕
荒
る
ま
ま
に
夏
わ
ら
び

植
田
風
昔
な
が
ら
の
大
藁
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
之
山

佐
藤
節
女
（
松
屋
）

「
長
生
き
の
秘
訣
教
え
ま
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
荒
戸
老
人
会

　
大
荒
戸
部
落
老
人
会
で
は
、
六

月
二
卜
日
に
部
落
の
名
物
老
人
、

高
沢
寅
治
さ
ん
を
講
師
に
し
て
勉

強
会
を
開
き
、
み
ん
な
が
楽
し
く

長
生
き
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良

い
か
考
え
ま
し
た
。

　
高
沢
寅
治
さ
ん
は
、
町
の
名
老

百
選
に
も
選
ば
れ
る
な
ど
色
々
な
．

事
に
一
生
け
ん
命
な
お
じ
い
さ
ん

で
、
こ
の
口
も
長
生
き
の
秘
訣
み

た
い
な
事
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
お
じ
い
さ
ん
は
「
自
分
が
こ
れ

ほ
ど
長
生
き
で
き
た
の
は
、
馬
鹿

と
色
気
と
運
の
お
か
げ
だ
一
と
話

し
、
馬
鹿
は
心
配
事
や
苫
し
い
事

が
あ
っ
て
も
苦
に
な
ら
な
い
。

ク
ヨ
ク
ヨ
し
な
い
か
ら
孤
独
に
も

な
ら
な
い
。
孤
独
に
な
れ
ば
ボ
ケ

て
し
ま
う
か
ら
色
気
を
持
つ
、
色

気
と
は
人
と
い
っ
ば
い
話
を
し
た

り
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
楽
し
み

を
持
つ
事
だ
。
と
話
し
、
．
運
が
良

か
っ
た
の
も
こ
れ
だ
け
．
長
生
き
で

き
た
一
つ
だ
と
思
う
ゆ
と
、
約
三

卜
分
ほ
ど
お
も
し
ろ
お
か
し
く
溝

演
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
高
沢
さ
ん
は
一
人
暮
し
を

し
て
い
ま
す
が
、
地
区
や
何
か
の

集
ま
り
に
は
必
ず
頚
を
兇
せ
て
く

れ
る
、
好
奇
心
あ
ふ
れ
る
．
兀
気
な

お
じ
い
さ
ん
で
す
。

瑠

おもしろおかしく話しをする

高沢寅治さん（大荒戸中道）

み
ん
な
ガ
ン
パ
ッ
た
健
康
マ
ラ
ソ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一

　
六
月
三
十
日
（
上
〉
の
午
後
、

自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
を
出
発
点

と
し
て
の
”
第
八
回
健
康
マ
ラ
ソ

ン
大
会
”
が
実
施
さ
れ
、
小
さ
い

子
供
さ
ん
か
ら
一
般
の
大
人
ま
で

四
二
二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
『
こ
の
口
、

参
加
す
る
方
や
応
援
の
方
た
ち
が

次
々
と
セ
ン
タ
ー
前
に
集
ま
り
、

午
後
二
時
、
開
会
式
や
準
備
体
操

が
入
念
に
行
わ
れ
た
後
、
小
さ
い

三
人
参
加

　
．
r
供
た
ち
や
お
母
さ
ん
方
の
一
キ

　
ロ
の
部
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
　
巳
之
下
線
を
使
っ
て
行
わ
れ
る

　
こ
の
大
会
、
ス
タ
ー
ト
地
点
が
も

　
う
少
し
広
け
れ
ば
最
高
の
コ
ー
ス

　
だ
と
思
う
の
で
す
が
…
。

　
　
秋
に
は
駅
伝
大
会
と
健
康
マ
ラ

　
ソ
ン
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

　
ぜ
ひ
大
勢
の
方
か
ら
参
加
願
い
た

　
い
も
の
で
す
。

1・さい子供たちもお母さんと一緒に走り

ました、、「ガンバレーもう少しだよ」

「
行
万
不
明
の
人
を

捜
す
相
談
所
」

開
設
の
お
知
ら
せ

　
警
察
で
は
、
八
月
を
行
方
不
明

の
人
を
捜
す
重
点
月
と
定
め
、
各

地
で
相
談
所
を
開
設
し
て
皆
さ
ん

ご
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
　
（
無
料
）

　
皆
さ
ん
の
家
族
や
知
り
合
い
の

人
で

　
・
病
気
な
ど
を
苦
に
家
出
し
た

一
・
外
出
し
た
ま
ま
行
方
が
分
か
ら

　
な
く
な
っ
た

　
・
出
稼
ぎ
先
か
ら
便
り
が
途
絶
え

　
た

等
で
、
そ
の
後
消
息
が
知
れ
ず
お

困
り
の
方
は
、
是
非
と
も
相
談
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
巡
回
相
談
所
の
日
時

　
・
八
月
十
日
（
金
）
午
前
九
時
～

　
五
時
ま
で

　
。
場
所
　
上
越
北
警
察
署

※
な
お
、
新
潟
市
に
あ
る
県
警
察

　
本
部
で
は
、
常
時
相
談
に
応
じ

　
て
お
り
ま
す
の
で
お
出
掛
け
く

　
だ
さ
い
。

●
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大
厳
寺
周
辺
の

　
　
　
　
　
　
ト
ン
ボ
類

　
ト
ン
ボ
類
は
、
幼
虫
時
代
と
成

虫
時
代
で
生
息
す
る
空
間
が
異
な

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
幼
虫
時
代

（
ヤ
ゴ
）
は
水
中
で
成
虫
に
な
っ

て
、
陸
上
で
生
活
し
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
生
活
範
囲
を
規
制
す
る

も
の
は
幼
虫
時
代
で
あ
り
、
ア
キ

ア
カ
ネ
の
よ
う
に
“
わ
た
り
”
を

す
る
一
部
の
種
を
除
い
て
、
幼
虫

時
代
の
生
活
水
域
を
離
れ
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

も
、
種
に
よ
？
て
流
水
域
、
止
水

域
と
す
み
分
け
る
た
め
、
調
査
地

域
も
決
ま
っ
て
き
ま
す
。

　
大
厳
寺
牧
場
の
貯
水
池
で
確
認

さ
れ
た
ト
ン
ボ
類
は
左
図
の
表
に

ま
と
め
て
あ
り
ま
す
が
、
十
三
種

類
で
し
た
。
　
一
般
に
こ
の
よ
う
な

池
で
は
、
二
十
．
κ
種
類
以
L
の
ト

ン
ボ
類
が
生
息
し
て
い
る
だ
ろ
う

と
弄
想
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
意

外
に
少
な
い
の
で
驚
い
て
い
ま
す
。

大厳寺牧場の貯水池に生息するトンボ類
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楽
し
い
水
遊
び
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま
し

た
。
，

　
し
か
し
、
こ
の
季
節
は
一
年
中
で
一
番
水

に
よ
る
事
故
の
多
い
季
節
で
す
。

　
水
と
親
し
み
、
水
を
い
か
し
、
よ
り
楽
し

い
生
活
を
送
る
た
め
に
も
水
か
ら
の
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
池
は
、
灌
概
用
の
池
と
し

て
造
ら
れ
た
の
で
、
自
然
度
が
低

い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、

種
類
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

▼
大
厳
寺
は
避
暑
地
？

　
大
厳
寺
に
お
け
る
調
査
で
特
記

す
べ
き
こ
と
は
、
初
夏
か
ら
秋
ま

で
ア
キ
ア
カ
ネ
が
見
ら
れ
る
こ
と

で
す
。
　
π
般
に
ア
キ
ア
カ
ネ
は
、

低
地
で
羽
化
し
た
未
熟
成
虫
は
山

地
や
高
山
へ
移
動
し
て
生
活
し
、

秋
に
な
る
と
再
び
低
地
へ
集
団
で

移
動
（
わ
た
り
）
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
平
成
元
年
七
月
十
五
H
、
貯
水

地
に
初
夏
の
ト
ン
ボ
調
査
に
行
っ

た
が
、
ア
キ
ア
カ
ネ
の
個
体
数
が

時には危険なものとなります。

多
か
っ
た
。
さ
っ
そ
く
、
避
暑
の

た
め
に
山
に
登
っ
て
き
て
い
ま
し

た
。▼

赤
ト
ン
ボ
ー
ア
キ
ア
カ
ネ

　
「
赤
ト
ン
ボ
と
い
う
の
は
、
体

が
赤
い
ト
ン
ボ
類
に
あ
た
え
ら
れ

た
称
号
で
、
一
般
に
は
「
O
O
ア

カ
ネ
」
と
い
う
呼
び
方
の
ト
ン
ボ

類
を
さ
し
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
で
日
に
つ
く
赤
ト
ン
ボ

は
、
ア
キ
ア
カ
ネ
、
マ
ユ
タ
テ
ア

カ
ネ
な
ど
で
す
。
ア
カ
ネ
と
い
う

語
尾
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
ノ
シ

メ
ト
ン
ボ
も
こ
の
仲
問
で
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

アキアカネ（大厳寺の池）

▼
ム
カ
シ
ト
ン
ボ

　
中
生
代
（
約
一
～
二
億
年
前
）

に
栄
え
た
ト
ン
ボ
に
よ
く
似
て
い

る
た
め
化
石
ト
ン
ボ
と
称
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
成
虫
は
樹
林
に
か
こ

ま
れ
た
山
間
の
漢
流
地
を
飛
び
ま

わ
り
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
成
虫
は
確

認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
幼
虫

は
大
厳
寺
の
漢
流
で
確
認
で
き
ま

し
た
。
な
お
、
ム
カ
シ
ト
ン
ボ
は
、

幼
虫
期
（
ヤ
ゴ
の
時
代
）
が
ト
ン

ボ
の
中
で
最
も
長
く
七
～
八
年
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
生
き
て
い
る
化
石
」
と
よ
ば

れ
る
本
種
の
生
息
が
確
認
さ
れ
、

喜
ん
で
い
ま
す
。
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救急法の講習会を実施

しませんか。皆さんか

らの連絡を待っていま
す。

電話6－2330

松之山分遣所

救急係

夏
螢
㍉

行
っ
て
み
よ
う
！

　
上
越
市
に
あ
る
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ

ラ
ザ
上
越
科
学
館
で
は
、
夏
休
み

期
間
中
の
八
月
一
日
～
十
九
日
ま

で
の
間
、
世
界
の
昆
虫
を
テ
ー
マ

と
し
た
催
し
物
を
行
い
ま
す
。

　
子
供
た
ち
に
人
気
の
あ
る
昆
虫
、

そ
の
美
し
く
不
思
議
な
世
界
に
ふ

れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ぜ
ひ
親
子

連
れ
で
出
掛
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
内
容
は
、
世
界
の
昆
虫
標
本
の

展
示
、
写
真
・
生
体
・
ビ
デ
オ
な

ど
で
昆
虫
の
世
界
を
さ
ぐ
り
ま
す
。

ま
た
、
自
分
た
ち
で
創
造
し
た
昆

虫
を
イ
ラ
ス
ト
に
書
い
た
り
、
昆

虫
に
関
す
る
ク
イ
ズ
な
ど
も
行
わ

れ
ま
す
。
夏
休
み
の
宿
題
の
参
考

に
な
り
ま
す
よ
。
友
達
も
誘
っ
て

み
ん
な
で
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
入
場
料
は
小
・
中
学
生
二
百
円
、

一
般
は
四
百
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●

、
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ト
ン
ボ
類
は
、
幼
虫
時
代
と
成

虫
時
代
で
生
息
す
る
空
間
が
異
な

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
幼
虫
時
代

（
ヤ
ゴ
）
は
水
中
で
成
虫
に
な
っ

て
、
陸
上
で
生
活
し
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
生
活
範
囲
を
規
制
す
る

も
の
は
幼
虫
時
代
で
あ
り
、
ア
キ

ア
カ
ネ
の
よ
う
に
“
わ
た
り
”
を

す
る
一
部
の
種
を
除
い
て
、
幼
虫

時
代
の
生
活
水
域
を
離
れ
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

も
、
種
に
よ
？
て
流
水
域
、
止
水

域
と
す
み
分
け
る
た
め
、
調
査
地

域
も
決
ま
っ
て
き
ま
す
。

　
大
厳
寺
牧
場
の
貯
水
池
で
確
認

さ
れ
た
ト
ン
ボ
類
は
左
図
の
表
に

ま
と
め
て
あ
り
ま
す
が
、
十
三
種

類
で
し
た
。
　
一
般
に
こ
の
よ
う
な

池
で
は
、
二
十
．
κ
種
類
以
L
の
ト

ン
ボ
類
が
生
息
し
て
い
る
だ
ろ
う

と
弄
想
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
意

外
に
少
な
い
の
で
驚
い
て
い
ま
す
。

大厳寺牧場の貯水池に生息するトンボ類
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ボ
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ボ
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エ
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楽
し
い
水
遊
び
の
季
節
が
や
っ
て
来
ま
し

た
。
，

　
し
か
し
、
こ
の
季
節
は
一
年
中
で
一
番
水

に
よ
る
事
故
の
多
い
季
節
で
す
。

　
水
と
親
し
み
、
水
を
い
か
し
、
よ
り
楽
し

い
生
活
を
送
る
た
め
に
も
水
か
ら
の
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
池
は
、
灌
概
用
の
池
と
し

て
造
ら
れ
た
の
で
、
自
然
度
が
低

い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、

種
類
が
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

▼
大
厳
寺
は
避
暑
地
？

　
大
厳
寺
に
お
け
る
調
査
で
特
記

す
べ
き
こ
と
は
、
初
夏
か
ら
秋
ま

で
ア
キ
ア
カ
ネ
が
見
ら
れ
る
こ
と

で
す
。
　
π
般
に
ア
キ
ア
カ
ネ
は
、

低
地
で
羽
化
し
た
未
熟
成
虫
は
山

地
や
高
山
へ
移
動
し
て
生
活
し
、

秋
に
な
る
と
再
び
低
地
へ
集
団
で

移
動
（
わ
た
り
）
す
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
平
成
元
年
七
月
十
五
H
、
貯
水

地
に
初
夏
の
ト
ン
ボ
調
査
に
行
っ

た
が
、
ア
キ
ア
カ
ネ
の
個
体
数
が

時には危険なものとなります。

多
か
っ
た
。
さ
っ
そ
く
、
避
暑
の

た
め
に
山
に
登
っ
て
き
て
い
ま
し

た
。▼

赤
ト
ン
ボ
ー
ア
キ
ア
カ
ネ

　
「
赤
ト
ン
ボ
と
い
う
の
は
、
体

が
赤
い
ト
ン
ボ
類
に
あ
た
え
ら
れ

た
称
号
で
、
一
般
に
は
「
O
O
ア

カ
ネ
」
と
い
う
呼
び
方
の
ト
ン
ボ

類
を
さ
し
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
で
日
に
つ
く
赤
ト
ン
ボ

は
、
ア
キ
ア
カ
ネ
、
マ
ユ
タ
テ
ア

カ
ネ
な
ど
で
す
。
ア
カ
ネ
と
い
う

語
尾
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
ノ
シ

メ
ト
ン
ボ
も
こ
の
仲
問
で
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

アキアカネ（大厳寺の池）

▼
ム
カ
シ
ト
ン
ボ

　
中
生
代
（
約
一
～
二
億
年
前
）

に
栄
え
た
ト
ン
ボ
に
よ
く
似
て
い

る
た
め
化
石
ト
ン
ボ
と
称
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
成
虫
は
樹
林
に
か
こ

ま
れ
た
山
間
の
漢
流
地
を
飛
び
ま

わ
り
ま
す
。

　
今
回
の
調
査
で
は
、
成
虫
は
確

認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
幼
虫

は
大
厳
寺
の
漢
流
で
確
認
で
き
ま

し
た
。
な
お
、
ム
カ
シ
ト
ン
ボ
は
、

幼
虫
期
（
ヤ
ゴ
の
時
代
）
が
ト
ン

ボ
の
中
で
最
も
長
く
七
～
八
年
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
生
き
て
い
る
化
石
」
と
よ
ば

れ
る
本
種
の
生
息
が
確
認
さ
れ
、

喜
ん
で
い
ま
す
。
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救急法の講習会を実施

しませんか。皆さんか

らの連絡を待っていま
す。

電話6－2330

松之山分遣所

救急係

夏
螢
㍉

行
っ
て
み
よ
う
！

　
上
越
市
に
あ
る
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ

ラ
ザ
上
越
科
学
館
で
は
、
夏
休
み

期
間
中
の
八
月
一
日
～
十
九
日
ま

で
の
間
、
世
界
の
昆
虫
を
テ
ー
マ

と
し
た
催
し
物
を
行
い
ま
す
。

　
子
供
た
ち
に
人
気
の
あ
る
昆
虫
、

そ
の
美
し
く
不
思
議
な
世
界
に
ふ

れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ぜ
ひ
親
子

連
れ
で
出
掛
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
内
容
は
、
世
界
の
昆
虫
標
本
の

展
示
、
写
真
・
生
体
・
ビ
デ
オ
な

ど
で
昆
虫
の
世
界
を
さ
ぐ
り
ま
す
。

ま
た
、
自
分
た
ち
で
創
造
し
た
昆

虫
を
イ
ラ
ス
ト
に
書
い
た
り
、
昆

虫
に
関
す
る
ク
イ
ズ
な
ど
も
行
わ

れ
ま
す
。
夏
休
み
の
宿
題
の
参
考

に
な
り
ま
す
よ
。
友
達
も
誘
っ
て

み
ん
な
で
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
入
場
料
は
小
・
中
学
生
二
百
円
、

一
般
は
四
百
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●

、



ー
①
鵠
ー

●

　
当
町
の
農
業
は
何
と
言
っ
て
も

稲
作
が
中
心
で
す
。
し
か
し
、
昔

な
が
ら
の
山
田
は
小
さ
く
基
盤
整

備
も
コ
ス
ト
面
を
考
え
る
と
出
来

ず
、
つ
い
休
耕
田
と
さ
れ
が
ち
で

町
の
現
在
の
基
盤
整
備
率
は
約
四

〇
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
先
日
長
野
県
の
木
島
平
村
に
行

き
ま
し
た
ら
、
九
〇
％
の
田
が
基

盤
整
備
さ
れ
、
休
耕
も
野
沢
菜
・

花
木
・
果
樹
・
そ
の
他
と
計
画
的

に
団
地
化
し
て
、
そ
こ
に
は
補
助

事
業
で
散
水
施
設
の
整
備
が
な
さ
■

れ
、
生
産
さ
れ
た
作
目
は
生
鮮
品

皆さんからのお便りをお待ちして
います。お便りのない月は事務局で企画

して掲載しています。役場議会事務局まで

と
し
て
出
荷
す
る
も
の
、
あ
る
い

は
工
場
で
加
工
し
て
出
荷
す
る
も

の
、
自
家
用
と
す
る
も
の
等
、
実

に
計
画
的
に
進
め
ら
れ
て
お
軌
、

感
銘
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
町
の
耕
地
条
件
等
も
い
ろ
い

ろ
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
何
と
か

考
え
た
い
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
で
、

ほ
と
ん
ど
の
農
家
は
ご
存
じ
と
思

い
ま
す
が
、
例
え
ば
水
田
養
魚
（
タ

ニ
シ
・
コ
イ
。
ド
ジ
ョ
ウ
）
は
、

　
一
年
だ
け
奨
励
金
が
出
て
、
二
年

目
も
同
じ
水
田
養
魚
と
し
て
も
面

積
は
転
作
分
と
し
て
認
め
ら
れ
る

お
答
え
し
ま
す
臆
水
田
農
業
確
立

対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
協
力

頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
転
作
等
の
実
績
と
し
て
取
り
扱

『
う
こ
と
の
で
き
る
の
は
、
①
転
作

イ
、
稲
以
外
の
作
付
　
ロ
、
転
換

畑
等
（
転
換
畑
・
林
地
・
養
魚
池
・

養
魚
水
田
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

農
園
、
施
設
園
芸
用
施
設
の
設
置

に
係
る
土
地
、
農
業
生
産
に
必
要

な
施
設
の
敷
地
〉
八
、
そ
の
他

②
農
協
等
へ
の
水
田
預
託
（
保
全

管
理
・
管
理
転
作
等
）
③
自
己
保

全
管
理
④
上
地
改
良
通
年
施
行
⑤

他
用
途
利
用
米
生
産
⑥
需
要
開
発 細

μ
興
鯉
旺
“
”
睡
μ
駐
“
図
μ
”
鰻
”
駐
”
髄
い
”
鯉
n
蝕
い
鯉
”
脚

が
、
奨
励
金
は
出
な
い
と
か
、
ク

ワ
イ
は
毎
年
作
っ
て
い
て
も
、
面

積
も
奨
励
金
も
認
め
ら
れ
る
。
そ

の
ほ
か
の
も
の
も
作
目
別
に
教
え

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
町
で
奨
励

し
て
い
る
作
目
も
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　
永
年
転
作
の
花
木
の
植
林
は
、

何
年
植
林
か
ら
面
積
、
奨
励
金
の

対
象
と
な
り
何
年
間
か
。
総
じ
て

転
作
関
係
の
作
目
別
の
面
積
カ
ウ

ン
ト
と
奨
励
金
の
有
無
、
そ
の
年

数
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
企
画
　
松
之
山
町
議
会
事
務
局
）

米
生
産
⑦
実
績
算
入
の
七
通
り
で

す
。　

転
作
々
物
、
助
成
金
交
付
期
間

等
は
下
記
表
の
と
お
り
で
、
一
般

作
物
、
永
年
性
作
物
、
特
別
作
物

と
別
か
れ
て
、
助
成
金
の
交
付
期

問
が
限
定
さ
れ
て
い
る
の
は
永
年

性
作
物
で
果
樹
、
転
換
畑
が
五
年

間
、
果
樹
以
外
の
木
本
性
作
物
が

三
年
問
、
林
地
・
養
魚
池
・
養
魚

水
田
・
施
設
園
芸
用
地
・
農
業
生

産
施
設
用
地
が
一
年
間
で
あ
り
ま

す
が
、
期
間
が
終
了
し
て
も
引
き

続
き
転
作
面
積
の
実
績
に
算
入
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
水
田
預
託
の
保
全
管
理
、

自
己
保
全
管
理
も
助
成
金
交
付
期

間
は
三
年
問
で
、
期
間
終
了
後
も

引
き
続
き
転
作
面
積
の
実
績
に
算

入
さ
れ
ま
す
。
一
般
作
物
・
特
別

作
物
は
作
付
け
の
間
は
助
成
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
永
年
性

作
物
等
で
昭
和
五
十
六
年
度
以
降

に
奨
励
金
、
助
成
金
が
交
付
さ
れ

た
水
田
等
に
つ
い
て
は
、
転
作
面

転作の作物例及び助成金額（平成2年度）

積
に
実
績
算
入
（
カ
ウ
ン
ト
）
さ

れ
ま
す
。

　
町
で
推
進
し
て
い
る
転
作
々
物

は
大
豆
・
小
豆
・
飼
料
作
物
・
ゼ
ン

マ
イ
・
ウ
ド
・
ク
ワ
イ
の
六
品
目
で
、

中
で
も
山
間
地
に
適
し
て
い
る
ゼ

ン
マ
イ
・
ウ
ド
に
つ
い
て
は
、
町

単
で
助
成
金
の
上
乗
せ
補
助
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
（
産
業
課
）

区　　　　分 対　　　　　象　　　　　作　　　　　物 助成金交付期間

一般作物

大豆・小豆・麦・いんげん・飼料作物・ハトムギ・雑穀類・い草・

青刈り稲・らっかせい・薬用作物・花き・花木・球根・飼料用米・

芝・スゲ・ソバ・アワ……など

毎　　　　　年

永年性作物

果樹（なし・もも・うめ・びわ・かき・くり・いちじく…等）・こ

うぞ・その他・永年性作物・マタタビ・杉・桐・養魚池・養魚水田

転換畑・施設園芸用地・農業用生産施設用地……等

果樹…　　　・・5年
マタタビ、桐、コ
ウゾ　キハダ…3年
杉、養魚水田…1年

特例作物

たばこ・ゼンマイ・トマト・なす・キュウリ・ピーマン・かぽちゃ

いちご・すいか・キャベツ・はくさい・ねぎ・かぶ・レタス・だい

こん・にんじん・レンコン・クウイ・さといも・バレイショ・さつ

まいも・ヤマノイモ・スイートコーン・枝豆・メロン・アスパラガ

ス・オクラ・みょうが・サヤインゲン・ブロッコリー・フキ……など

毎　　　　　年

水田預託 農協等への預託水田（保全管理・管理転作） 3　　　　　年

土地改良
通年施行

土地改良事業・地力増進事業 1　　　　　年

他用途利用米 出荷量を面積に換算してカウントする。 毎　　　　　年

自己保全管理 3　　　　　年

今年こそ泳げるようになろう！

町民プールオープン

　今年の梅雨は大変雨が少ないように思います。本確的な夏

ももうすぐですね。

　松之山小学校にあります町民プールが、7月1日よりオー
プンしています。町民の皆さんから大いに利用していただき、

泳ぎを覚えると同時に体力づくりをしてもらいたいと思いま

　　　　　　（電話6－2194番）

〔生年月日）

2・5・26

窃めでた（幽生）
じゅん

潤ちゃん　山岸　勝さんの二男（新山

（死亡年月日）
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4
　
　
4
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6
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n
乙

2・6・20
2・6・21
2・6・25

お《導》み（死亡）

小野塚竹雄さん　66歳（東　川）川向

中島　サオさん　84歳（水　梨）下駄屋

福原　リヨさん　89歳（小　谷）東

高橋　すずさん　79歳（天水島）そのえん

福原　カツさん　79歳（天水越）隠居

高沢マサノさん　48歳（松之山）三松屋

　※6月1日から30日までの届出分
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2図
黒先生き （3手まで） ざ

狭い範囲ですが…・ 0
し

て

います。

詰碁の解答を募集して

● ● 7月25日までにハガキ

○ などで広報担当まで。

四

詰碁の角

います。

7月25日までにハガキ

などで広報担当まで。

正解者には粗品を進呈。

正
解
者
若
井
千
代
松
さ
ん
（
小
、
谷
）

　
　
　
村
山
　
　
伸
さ
ん
（
湯
　
本
）

　
　
　
久
保
田
光
栄
さ
ん
（
天
水
島
）

黒
1
の
ト
ビ
が
正
解
で
す
。
た
だ
し
白
2
と
切
ら
れ

た
と
き
に
黒
3
と
打
つ
手
に
気
づ
く
か
ど
う
か
が
問

題
で
す
。
白
4
と
取
ら
れ
ま
す
が
、
つ
い
で
黒
5
と

ヌ
キ
ま
す
。

●

、



ー
①
鵠
ー

●

　
当
町
の
農
業
は
何
と
言
っ
て
も

稲
作
が
中
心
で
す
。
し
か
し
、
昔

な
が
ら
の
山
田
は
小
さ
く
基
盤
整

備
も
コ
ス
ト
面
を
考
え
る
と
出
来

ず
、
つ
い
休
耕
田
と
さ
れ
が
ち
で

町
の
現
在
の
基
盤
整
備
率
は
約
四

〇
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
先
日
長
野
県
の
木
島
平
村
に
行

き
ま
し
た
ら
、
九
〇
％
の
田
が
基

盤
整
備
さ
れ
、
休
耕
も
野
沢
菜
・

花
木
・
果
樹
・
そ
の
他
と
計
画
的

に
団
地
化
し
て
、
そ
こ
に
は
補
助

事
業
で
散
水
施
設
の
整
備
が
な
さ
■

れ
、
生
産
さ
れ
た
作
目
は
生
鮮
品

皆さんからのお便りをお待ちして
います。お便りのない月は事務局で企画

して掲載しています。役場議会事務局まで

と
し
て
出
荷
す
る
も
の
、
あ
る
い

は
工
場
で
加
工
し
て
出
荷
す
る
も

の
、
自
家
用
と
す
る
も
の
等
、
実

に
計
画
的
に
進
め
ら
れ
て
お
軌
、

感
銘
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
町
の
耕
地
条
件
等
も
い
ろ
い

ろ
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
何
と
か

考
え
た
い
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
で
、

ほ
と
ん
ど
の
農
家
は
ご
存
じ
と
思

い
ま
す
が
、
例
え
ば
水
田
養
魚
（
タ

ニ
シ
・
コ
イ
。
ド
ジ
ョ
ウ
）
は
、

　
一
年
だ
け
奨
励
金
が
出
て
、
二
年

目
も
同
じ
水
田
養
魚
と
し
て
も
面

積
は
転
作
分
と
し
て
認
め
ら
れ
る

お
答
え
し
ま
す
臆
水
田
農
業
確
立

対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
協
力

頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
転
作
等
の
実
績
と
し
て
取
り
扱

『
う
こ
と
の
で
き
る
の
は
、
①
転
作

イ
、
稲
以
外
の
作
付
　
ロ
、
転
換

畑
等
（
転
換
畑
・
林
地
・
養
魚
池
・

養
魚
水
田
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

農
園
、
施
設
園
芸
用
施
設
の
設
置

に
係
る
土
地
、
農
業
生
産
に
必
要

な
施
設
の
敷
地
〉
八
、
そ
の
他

②
農
協
等
へ
の
水
田
預
託
（
保
全

管
理
・
管
理
転
作
等
）
③
自
己
保

全
管
理
④
上
地
改
良
通
年
施
行
⑤

他
用
途
利
用
米
生
産
⑥
需
要
開
発 細

μ
興
鯉
旺
“
”
睡
μ
駐
“
図
μ
”
鰻
”
駐
”
髄
い
”
鯉
n
蝕
い
鯉
”
脚

が
、
奨
励
金
は
出
な
い
と
か
、
ク

ワ
イ
は
毎
年
作
っ
て
い
て
も
、
面

積
も
奨
励
金
も
認
め
ら
れ
る
。
そ

の
ほ
か
の
も
の
も
作
目
別
に
教
え

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
町
で
奨
励

し
て
い
る
作
目
も
教
え
て
く
だ
さ

い
。

　
永
年
転
作
の
花
木
の
植
林
は
、

何
年
植
林
か
ら
面
積
、
奨
励
金
の

対
象
と
な
り
何
年
間
か
。
総
じ
て

転
作
関
係
の
作
目
別
の
面
積
カ
ウ

ン
ト
と
奨
励
金
の
有
無
、
そ
の
年

数
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
企
画
　
松
之
山
町
議
会
事
務
局
）

米
生
産
⑦
実
績
算
入
の
七
通
り
で

す
。　

転
作
々
物
、
助
成
金
交
付
期
間

等
は
下
記
表
の
と
お
り
で
、
一
般

作
物
、
永
年
性
作
物
、
特
別
作
物

と
別
か
れ
て
、
助
成
金
の
交
付
期

問
が
限
定
さ
れ
て
い
る
の
は
永
年

性
作
物
で
果
樹
、
転
換
畑
が
五
年

間
、
果
樹
以
外
の
木
本
性
作
物
が

三
年
問
、
林
地
・
養
魚
池
・
養
魚

水
田
・
施
設
園
芸
用
地
・
農
業
生

産
施
設
用
地
が
一
年
間
で
あ
り
ま

す
が
、
期
間
が
終
了
し
て
も
引
き

続
き
転
作
面
積
の
実
績
に
算
入
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
水
田
預
託
の
保
全
管
理
、

自
己
保
全
管
理
も
助
成
金
交
付
期

間
は
三
年
問
で
、
期
間
終
了
後
も

引
き
続
き
転
作
面
積
の
実
績
に
算

入
さ
れ
ま
す
。
一
般
作
物
・
特
別

作
物
は
作
付
け
の
間
は
助
成
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
永
年
性

作
物
等
で
昭
和
五
十
六
年
度
以
降

に
奨
励
金
、
助
成
金
が
交
付
さ
れ

た
水
田
等
に
つ
い
て
は
、
転
作
面

転作の作物例及び助成金額（平成2年度）

積
に
実
績
算
入
（
カ
ウ
ン
ト
）
さ

れ
ま
す
。

　
町
で
推
進
し
て
い
る
転
作
々
物

は
大
豆
・
小
豆
・
飼
料
作
物
・
ゼ
ン

マ
イ
・
ウ
ド
・
ク
ワ
イ
の
六
品
目
で
、

中
で
も
山
間
地
に
適
し
て
い
る
ゼ

ン
マ
イ
・
ウ
ド
に
つ
い
て
は
、
町

単
で
助
成
金
の
上
乗
せ
補
助
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
（
産
業
課
）

区　　　　分 対　　　　　象　　　　　作　　　　　物 助成金交付期間

一般作物

大豆・小豆・麦・いんげん・飼料作物・ハトムギ・雑穀類・い草・

青刈り稲・らっかせい・薬用作物・花き・花木・球根・飼料用米・

芝・スゲ・ソバ・アワ……など

毎　　　　　年

永年性作物

果樹（なし・もも・うめ・びわ・かき・くり・いちじく…等）・こ

うぞ・その他・永年性作物・マタタビ・杉・桐・養魚池・養魚水田

転換畑・施設園芸用地・農業用生産施設用地……等

果樹…　　　・・5年
マタタビ、桐、コ
ウゾ　キハダ…3年
杉、養魚水田…1年

特例作物

たばこ・ゼンマイ・トマト・なす・キュウリ・ピーマン・かぽちゃ

いちご・すいか・キャベツ・はくさい・ねぎ・かぶ・レタス・だい

こん・にんじん・レンコン・クウイ・さといも・バレイショ・さつ

まいも・ヤマノイモ・スイートコーン・枝豆・メロン・アスパラガ

ス・オクラ・みょうが・サヤインゲン・ブロッコリー・フキ……など

毎　　　　　年

水田預託 農協等への預託水田（保全管理・管理転作） 3　　　　　年

土地改良
通年施行

土地改良事業・地力増進事業 1　　　　　年

他用途利用米 出荷量を面積に換算してカウントする。 毎　　　　　年

自己保全管理 3　　　　　年

今年こそ泳げるようになろう！

町民プールオープン

　今年の梅雨は大変雨が少ないように思います。本確的な夏

ももうすぐですね。

　松之山小学校にあります町民プールが、7月1日よりオー
プンしています。町民の皆さんから大いに利用していただき、

泳ぎを覚えると同時に体力づくりをしてもらいたいと思いま

　　　　　　（電話6－2194番）

〔生年月日）

2・5・26

窃めでた（幽生）
じゅん

潤ちゃん　山岸　勝さんの二男（新山

（死亡年月日）

3
　
4
　
　
4

6
　
6
　
6

2
　
2
　
n
乙

2・6・20
2・6・21
2・6・25

お《導》み（死亡）

小野塚竹雄さん　66歳（東　川）川向

中島　サオさん　84歳（水　梨）下駄屋

福原　リヨさん　89歳（小　谷）東

高橋　すずさん　79歳（天水島）そのえん

福原　カツさん　79歳（天水越）隠居

高沢マサノさん　48歳（松之山）三松屋

　※6月1日から30日までの届出分

㊦・
瘡

物
。

嗣め轡
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遣
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黒先生き （3手まで） ざ

狭い範囲ですが…・ 0
し

て

います。

詰碁の解答を募集して

● ● 7月25日までにハガキ

○ などで広報担当まで。

四

詰碁の角

います。

7月25日までにハガキ

などで広報担当まで。

正解者には粗品を進呈。

正
解
者
若
井
千
代
松
さ
ん
（
小
、
谷
）

　
　
　
村
山
　
　
伸
さ
ん
（
湯
　
本
）

　
　
　
久
保
田
光
栄
さ
ん
（
天
水
島
）

黒
1
の
ト
ビ
が
正
解
で
す
。
た
だ
し
白
2
と
切
ら
れ

た
と
き
に
黒
3
と
打
つ
手
に
気
づ
く
か
ど
う
か
が
問

題
で
す
。
白
4
と
取
ら
れ
ま
す
が
、
つ
い
で
黒
5
と

ヌ
キ
ま
す
。

●

、



ー
O
O
の
ー

停
電
の
お
知
ら
せ

▼
七
月
二
十
七
日
（
金
）

　
　
午
後
一
時
三
〇
分
～
三
時
三
〇
分
ま
で

▼
黒
倉
部
落
の
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
北
電
力

　
　
，
〃
戸

瞬
σ
陣
づ

　
　
　
　
　
ド

　
㌧
～
・
σ

　
戸
ヂ

9
レ　

　
　
尽

たけうちじゅんきくん
　（湯之島・下新屋）

ノ＼響
　消防自動車

▼
6
月
の
で
き
ご
と

さとうけいいちくん
　　（曽根・福見屋）

　　、、，Nニヤー、、

織麹撫か，
ド3纏△
　　，ミ臥、1、図『　　ひ㌧了

　　　　　　力’　　　　に

｛
・
、
ノ

さとうしんくん
　（北浦田・林）

　　～げ

　てっぽうひこうきを書いたよ

31　29　27　24　23　18　9　　8　　　　 6
日日日H日口日日　　日

　
　
嘱
議
会
産
細
柔
経
㎝
済
委
員
会

　
　
温
泉
委
員
会

　
　
町
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

　
　
会

　
　
議
会
総
務
民
生
委
員
会

　
　
農
業
者
年
金
相
談
会

　
　
部
落
総
代
会
（
転
作
）

　
　
6
月
定
例
議
会
（
1
9
H
ま

　
　
で
）

　
　
町
総
合
検
診
（
2
2
口
ま
で
）

　
　
黒
倉
公
団
造
林
植
樹
祭

　
　
町
6
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
，
大
会
（
2
6
日
ま
で
）

　
　
町
消
防
半
H
訓
練

　
　
第
6
回
町
民
健
康
マ
ラ
ソ

　
　
ン

　
　
郡
青
年
大
会
（
大
島
村
）

　
　
第
3
回
な
が
な
わ
と
び
大

　
　
会

　
　
町
消
防
想
定
訓
練

　
　
町
民
つ
な
引
き
大
会

　
　
農
業
委
員
会
総
会

　
　
町
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
　
献
血
（
浦
田
・
松
里
）

　
　
第
卜
．
五
回
町
民
体
育
大
会

　
　
農
業
共
済
連
絡
員
会
議

　
日

　
H
14581

　
ー

り
乙
i

父
U
』
』

l
　
i

（
∠
［

　
ゆ
ヨ

Z
卜

6
｛

り
乙
1

3
ー

▼
7
月
の
予
定

1ggo8月号（Nα174）

七
月
の
土
曜
閉
庁
日
　
十
四
日
・
二
十
八
日

＊
出
生
．
死
亡
・
婚
姻
の
届
は
出
来
ま
す

　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
梅
雨
入
り
し
た
あ
と
も
あ
ま
り

強
い
長
雨
も
な
く
、
稲
は
例
年
に

な
い
順
調
な
成
育
状
態
だ
と
言
う

こ
と
で
す
。

　
今
年
度
町
で
予
算
化
し
ま
し
た

大
型
事
業
も
次
々
と
発
注
さ
れ
、

建
設
が
始
ま
り
ま
し
た
。
診
療
所
・

温
泉
セ
ン
タ
レ
・
教
員
住
宅
・
ナ

イ
タ
ー
施
設
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
．
工

事
が
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
竣
工

を
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　今月

末
に
は
第
十
五
回
目
の
町

民
体
育
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
暑

さ
の
一
番
厳
し
い
時
期
で
す
が
、

体
調
を
整
え
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

七
月
一
H
の
人
口

総
人
口
／
三
、
八
七
九
（
▲
三
）

　
男
／
一
、
八
九
五
（
　
一
）

　
女
／
↓
、
九
八
四
（
▲
四
）

世
帯
数
／
一
、
一
八
八
（
　
一
）

（
）
内
は
六
月
一
日
と
の
比
較

▲
は
減

広
報
ま
つ
の
や
ま
七
月
号

平
成
二
年
七
月
十
日
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
行
六
±
一
二
三
一

編
集
／
議
会
事
務
局

広報

、

　一　噸”　　一　鍵醸　「
第15回礁撫・銃・摩

墾蟹畢蝋檎．

謬
、

〆

1ヲ巳

「
、
藏4

　
　
　
　
ザ

ふ
　
　
　
岬

脚欄鞭
∴

鯉
⇔4

、
篭

事
轟

燃剛静時

厳
し
い
暑
さ
の
中
で

開
催
さ
れ
た

第
十
五
回
町
民
体
育
大
会
。

優
勝
旗
は
今
年
も

松
里
チ
ー
ム
に

渡
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

楽
し
い
一
日
で
し
た
。

浦
田
小
学
校
児
童
全
員
に
よ
る

踊
り
は
大
変
立
派
で

大
感
激
し
ま
し
た
。

●


